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本日の委員会に付した事件

１ 甲第１号議案 平成27年度沖縄県一般会計予算

（土木建築部所管分）

２ 甲第５号議案 平成27年度沖縄県下地島空港

特別会計予算

３ 甲第７号議案 平成27年度沖縄県下水道事業

特別会計予算

４ 甲第13号議案 平成27年度沖縄県宜野湾港整

備事業特別会計予算

５ 甲第16号議案 平成27年度沖縄県中城湾港（新

港地区）整備事業特別会計予算

６ 甲第17号議案 平成27年度沖縄県中城湾港マ

リン・タウン特別会計予算

７ 甲第18号議案 平成27年度沖縄県駐車場事業

特別会計予算

８ 甲第19号議案 平成27年度沖縄県中城湾港（泡

瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予算
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○新垣良俊委員長 ただいまから土木環境委員会を

開会します。

本委員会の所管事務に係る予算事項の調査につい

てに係る甲第１号議案、甲第５号議案、甲第７号議

案、甲第13号議案、甲第16号議案から甲第19号議案

までの予算議案８件の調査を一括して議題といたし

ます。

本日の説明員として、土木建築部長の出席を求め

ております。

まず初めに、土木建築部長から土木建築部関係予

算の概要について説明を求めます。

末吉幸満土木建築部長。

○末吉幸満土木建築部長 土木建築部に係る平成27

年度一般会計及び特別会計歳入歳出予算についての

概要を説明いたします。

沖縄21世紀ビジョン基本計画の４年目に当たる平

成27年度は、同計画で掲げた目指すべき将来像の実

現に向け、土木建築部としては、「産業インフラの整

備」、「離島・過疎地域の振興」、「安全・安心の確保」

といった諸施策を重点的に取り組んでまいります。

それでは、平成27年度土木建築部関係予算の内容

につきまして、お手元に配付しております平成27年

度当初予算説明資料の抜粋版により説明させていた

だきます。

１ページをお開きください。

初めに、一般会計の部局別予算について御説明い

たします。

平成27年度一般会計の県全体の予算額は、過去最

大となる7464億9700万円となっております。

このうち、土木建築部に係る予算は1065億4789万

9000円で、県予算の約14.3％を占めております。前

年度と比較しますと、29億2729万7000円の減、率に

して約2.7％の減となっております。

続きまして、歳入予算について御説明いたします。

２ページをお開きください。

土木環境委員会記録（第２号）



平成27年度一般会計の県全体の歳入予算は7464億

9700万円となっております。

そのうち、土木建築部に係るものは966億8047万

6000円で、県全体の約13.0％を占めております。前

年度と比較しますと、33億5329万5000円の減、率に

して約3.4％の減となっております。

歳入の主な内訳としては、国庫支出金が690億5491

万9000円となっており、前年度と比べ、金額で66億

5581万9000円、率にして8.8％の減となっております。

これは、沖縄振興公共投資交付金が前年度より77

億3033万9000円減少したことによるものであります。

続きまして、歳出予算について御説明いたします。

３ページをごらんください。

土木建築部の予算は、（款）土木費1051億2512万7000

円及び（款）災害復旧費14億2277万2000円となって

おり、合計で1065億4789万9000円となっております。

前年度と比較しますと29億2729万7000円、率にし

て2.7％の減となっております。

減少している主な理由は、（項）土木管理費におい

て、沖縄振興公共投資交付金の市町村事業費の減、

並びに（項）道路橋りょう費における沖縄振興公共

投資交付金事業の減によるものとなっております。

以上が、土木建築部に係る一般会計歳入歳出予算

の概要であります。

次に、土木建築部関係の７つの特別会計予算の概

要について御説明いたします。

４ページをお開きください。

下地島空港特別会計の平成27年度の歳入歳出予算

額は３億8450万9000円で、前年度と比較すると2786

万2000円、率にして7.8％の増となっております。

歳入は、空港使用料が減となるため、使用料及び

手数料で１億8242万8000円の減となっております。

一方、一般会計からの繰入金が２億1668万4000円

の増となっております。

歳出は土木費2786万2000円の増となっており、下

地島空港管理運営費において、定期的な施設の保守

点検経費が必要となっていることによる増となって

おります。

５ページをごらんください。

下水道事業特別会計の平成27年度の歳入歳出予算

額は133億7470万3000円で、前年度と比較すると７億

2050万9000円、率にして5.1％の減となります。

歳入は国庫支出金５億9220万円の減などとなって

おります。

歳出は土木費７億4161万4000円の減となっており、

中部流域下水道建設費の減などが主な理由となって

おります。

６ページをお開きください。

宜野湾港整備事業特別会計の平成27年度の歳入歳

出予算額は４億1785万9000円で、前年度と比較する

と9472万円、率にして18.5％の減となります。

歳入は県債9580万円の減となっております。

これは前年度に借換債の計上があったことによる

反動減が主な理由となっております。

歳出は公債費9225万4000円の減となっており、こ

れも前年度に借換債があったことによる反動減が主

な理由となっております。

７ページをごらんください。

中城湾港（新港地区）整備事業特別会計の平成27

年度の歳入歳出予算額は７億9841万7000円で、前年

度と比較すると２億9960万2000円、率にして60.1％

の増となります。

歳入は一般会計からの繰入金２億5522万1000円の

増となっており、新港地区の上屋整備に係る沖縄振

興特別推進交付金（ソフト交付金）を一般会計から

繰り入れるための増が主な理由となっております。

歳出は土木費３億3028万9000円の増となっており、

新港地区の上屋整備が主な理由となっております。

８ページをお開きください。

中城湾港マリン・タウン特別会計の平成27年度の

歳入歳出予算額は14億9586万5000円で、前年度と比

較すると９億1597万円、率にして38.0％の減となっ

ております。

歳入は、一般会計からの繰入金が５億2500万円、

県債が３億488万円の減となっており、マリーナ整備

の完了、並びに借換債の減が主な理由となっており

ます。

歳出は土木費４億8271万8000円の減となっており、

マリーナ整備の完了によることが主な理由となって

おります。

公債費は４億3325万2000円の減となっており、借

換債の減が主な理由となっております。

９ページをごらんください。

駐車場事業特別会計の平成27年度の歳入歳出予算

額は１億6689万円で、前年度と比較すると2828万2000

円、率にして20.4％の増となります。

歳入は一般会計からの繰入金2248万2000円の増と

なっており、設備機器の更新に係る経費を一般会計

から繰り入れることによる増となっております。

歳出は土木費2832万7000円の増となっており、設

備機器の更新に係る費用の計上が主な理由となって

おります。



10ページをお開きください。

中城湾港（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会

計の平成27年度の歳入歳出予算額は５億1547万5000

円で、前年度と比較すると１億6565万円、率にして

47.4％の増となっております。

歳入は県債が１億6570万8000円の増となっており、

借換債の増が主な理由となっております。

歳出は土木費5000万円の増となっており、地盤改

良に係る経費となっております。

公債費は１億1565万円の増となっており、借りか

えに係る元金償還金の増が主な理由となっておりま

す。

以上で、土木建築部の平成27年度当初予算の概要

説明を終わります。

御審査のほどよろしくお願いいたします。

○新垣良俊委員長 土木建築部長の説明は終わりま

した。

これより質疑を行いますが、本日の質疑につきま

しては、予算議案の審査等に関する基本的事項につ

いて（平成27年２月12日議会運営委員会決定）に従っ

て行うことにいたします。

なお、委員長の質疑の持ち時間については、予算

特別委員会の運営に準じて譲渡しないことにいたし

ます。

質疑及び答弁に当たっては、その都度委員長の許

可を得てから行い、重複することがないよう簡潔に

お願いします。

また、質疑に際しては、あらかじめ引用する予算

資料の名称、ページ及び事業名等を告げた上で質疑

を行うよう御協力をお願いいたします。

予算特別委員長から調査を依頼された事項は、沖

縄県議会委員会条例第２条に定める所管事務に関す

る予算事項でありますので、十分御留意を願います。

なお、答弁に当たっては、総括的、政策的な質疑

に対しては部局長が行い、それ以外はできるだけ担

当課長等の補助答弁者が行うこととしたいと思いま

すので、委員及び執行部の皆さんの御協力をお願い

いたします。

さらに、課長等補助答弁者が答弁を行う際は、あ

らかじめ職、氏名を告げてください。

それでは、これより直ちに各予算に対する質疑を

行います。

具志堅透委員。

○具志堅透委員 まず初めに、本年度の予算編成に

当たって、昨年度より2.7％減額等々、あるいは1000

億円余りの予算編成に当たって、土木建築部として

特に気をつけたこととか、その思いというか、予算

編成に当たってありましたらお伺いしたいと思いま

す。

○末吉幸満土木建築部長 平成27年度予算でござい

ますが、前年度より減額ということで、これは執行

率が悪かったのを一つ指摘されております。これに

つきましては、土木公共事業をあずかる私ども土木

建築部としても大いに反省しないといけないと感じ

ている次第でございます。

ただ、少なくなった予算の中で私どもとしては、

当初申し上げましたように、重点テーマというもの

がございまして、それに沿った予算は張りつけてい

るつもりでございます。特に都市モノレールの事業

は、平成31年の開業ということは皆さんと約束して

いることでございますので、まずそれは優先させて

いただきたい。それから、安全安心のための治水、

あるいは砂防関係の予算というものもしっかり確保

したつもりでございます。さらに、今後の私どもの

公共インフラストラクチャーとしての使命をあずか

る立場としては、新規事業は極力芽出しするように

努力したいという状況でございます。

○具志堅透委員 しっかりと頑張っていただきたい

と思います。

それと、本年度予算の予算要求云々の中で、沖縄

振興一括交付金の減額云々がありました。その中の

大きな理由として執行率の問題がかなり挙げられて

いたのだろうと思います。その執行率ということに

なりますと、土木建築部が大きくかかわってくるの

だろうと思っております。その辺に対しての土木建

築部の決意というか、その辺をお聞かせ願えません

か。

○末吉幸満土木建築部長 先ほども申し上げました

ように、私どもの土木建築部で繰り越しがいつも多

いということで、執行率の低下というものは、毎年

予算特別委員会、決算特別委員会で指摘されている

ところでございまして、これは私ども大いに反省し

ているところでございます。それで、繰り越し率を

低減するための取り組みというものもずっとやって

きているところでございますが、特に用地関係のも

のが隘路になりますので、この用地関係の執行をま

ず頑張ろうということで、用地関係の職員の資質向

上、あるいは民間委託というものも今年度から取り

入れているところでございます。さらに住民の方と

いいますか、市民の方々の意識の高まり、公共事業

に対する思いの高まりから、いろいろ交渉事項が多

くなっています。さらに、関係機関との調整という



ものもどんどん複雑化していますので、そういうこ

とを見据えて早目早目に手を打とうということを今

盛んに土木建築部の職員の中では議論しているとこ

ろでございます。

○具志堅透委員 ぜひその辺のところもしっかりと

頑張っていただきたい。必要な事業を、必要な要求

をして立てているわけですから、これを確実に年度

内におさめるような努力をしていただきたいと思い

ます。

続きまして、下地島空港管理運営について伺いま

す。今現在、伊良部大橋も１月に開通しまして、下

地島に対して非常に注目が集まり、それを機に活性

をするものと期待しているところではあるのですが、

その中で大きな位置を占める下地島空港の利活用と

いう点でどのような現状であるのか、聞きたいと思っ

ております。

そこで、現在の状況、これまでの経緯も踏まえて、

今現在、下地島空港はどういう現状にあるのかとい

う部分を伺いたいと思います。

○末吉幸満土木建築部長 下地島空港につきまして、

平成24年度からＪＡＬが撤退しました。本年度から

実質的にＡＮＡも撤退しております。そういう状況

で、実機訓練が減少している状況にございます。平

成26年度は、ＪＴＡ、ＲＡＣ等の訓練が実施されて

おり、２月末現在の訓練回数は1127回という状況で

ございます。

○具志堅透委員 今の状況を伺いまして、今の状況

で恐らくいいはずはないわけですね。その中で単費

といいますか、予算も３億円余り入っているという

現状はそのままでいいはずはないので、それを打破

するためにということで、検討委員会が立ち上げら

れているのだろう。そこの推移をお聞かせ願えませ

んか。

○多嘉良斉空港課長 これまでの経緯について御説

明いたします。

下地島空港の利活用につきましては、今年度は空

港施設と周辺用地を利活用したいという事業者から

の提案を国内外から直接募ったところ、10事業の応

募がございました。提案事業につきましては、学識

経験者や地元宮古島市等で構成する検討委員会にお

いて、書面審査や提案事業者からのヒアリング等を

実施し、事業の主体性、将来性及び資金計画等の観

点から評価を行ってまいりました。去る２月20日の

第４回検討委員会において、４つの事業が高い評価

を受けたところでございます。これを受けまして、

平成27年度は利活用候補事業の提案者との協議を進

めるとともに、事業実施環境の整備、利活用計画の

作成、同計画に基づく事業実施の同意を経て、事業

者を決定することといたしております。

○具志堅透委員 ４つの事業に絞ったということで

解釈しているのですが、これから本年度利用計画を

立てるということですが、４つの事業というものは

言えますか。

○多嘉良斉空港課長 提案につきましては、企業の

いろいろな内部情報でありますとかアイデアがござ

いますので、詳細は申し上げられませんが、彼らの

題名といいますか、その提案は、評価が高かった４

つの事業は、マルチコプター操縦技術者の養成事業、

航空パイロットの養成事業、プライベートジェット

機等の受け入れ事業、ラグジュアリーリゾート開発

事業となってございます。

○具志堅透委員 今その検討委員会でしっかりとし

た審査をして、今後下地島空港の利活用についてしっ

かりといくようなといいますか、活性、利用度が高

まるような事業を導入していただきたいということ

が私の思いであり、今回、これが言いたいことです

が、そのことに関して、その委員会の中で今年度中

に事業を絞っていくということであるのですか。そ

して、利活用計画を立てて、次年度からその事業の

スタートが切れるということであるのでしょうか。

○末吉幸満土木建築部長 今年度ですが、３月の末

ごろに私ども副知事を会長とする沖縄県開発委員会

というものがございまして、ここで下地島空港及び

周辺の利活用、先ほど提案いただけた４事業と、そ

れから委員会では、推奨されなかった６事業という

ものも説明差し上げて、恐らくこの４事業が優先に

なってくるのでしょうが、そういうもので、この４

事業の中から絞り込むのではなくて、もしかしたら

４つ全部これでやろうかという可能性も出てくるか

もしれません。あるいは、委員会で選定に漏れた事

業というものも少し考えたほうがいいのではないか

というアドバイスがあるかもしれませんが、そうい

うことをやりまして、年度内を目途に利活用候補事

業及び利活用基本方針というものを決定したいと考

えております。

○具志堅透委員 それと、先ほども言いましたが、

伊良部大橋の開通とともに、島全体の活況が呈する

こと、あるいは宮古島そのものが本当に元気で、そ

こを活用しながらいくことが重要であるだろうと

思っております。

そこで、県有地が今周辺に残地として、これが約600

ヘクタールですか、あるのだろう。今回の利活用と



いう点では、そこも含めた形の活用ということも考

えるべきではないかと思っているのです。その辺ど

うですか。

○末吉幸満土木建築部長 今年度の県の取り組み自

体というものが下地島空港だけではなくて、下地島

空港周辺の用地も含めた利活用の提案を幅広く求め

ました。検討委員会におきましても高い評価を受け

た先ほどの４つの事業の中には、周辺用地を活用し

た提案も含まれていまして、それは当然周辺用地も

含めた提案ということで私ども捉えております。

○具志堅透委員 ぜひしっかり頑張っていただきた

いと思います。できるだけ本年度に絞り込み、４つ、

あるいはそれから漏れたものも含めて、一番いい形

でできればいいと思っていますので、ぜひ頑張って

いただきたいと思います。

次に、本部町の過去に台風災害があった件ですが、

渡久地港、そして満名川の河川、本年度予算に反映

されているのかどうか。この進捗というか、地元で

少し聞くと、しゅんせつから始まって云々、かさ上

げ云々という話は聞こえるのですが、具体的にこれ

は、もう２年前の台風災害だったか、少し忘れたの

ですが、今年度予算のどこに上げられているか、少

し探せなくて、どうなっているのか教えていただき

たい。

○上江洲安俊河川課長 今の御質疑ですが、満名川

については、委員御指摘のように、平成24年９月の

台風16号で浸水を受けました。それで、河口部は港

湾区域、港湾施設、海岸保全区域、それから橋梁の

第一渡久地橋のところから河川の区域が始まってい

ます。いろいろその当時から３課が連携して本部町

と調整をしてきました。それで、かさ上げの話とか

それぞれの課の所管について調整してきたところで

すが、河川については、平成25年度から事業化とい

うのですか、交付金で事業をしています。委託をし

てきています。最近、平成26年まで設計調整とかさ

上げ、根固め、しゅんせつ等の調整をしてきまして、

やっと今回、平成27年度から本格的な工事に取り組

むような準備工事として、仮設ヤードという形で発

注してございます。したがって、平成26年度が設計

とかヤードの工事で7300万円ほど実績を見込んでい

まして、平成27年度はさらに工事と委託を7700万円

の予算を見込んでいるところです。

○具志堅透委員 そこで、少し全体像がわからない

のです。我々素人でわかるような防波堤のかさ上げ、

何があってどう変わるのか、景観的に変わっていく

のか、どうなのかという部分をわかりやすく説明し

てもらえませんか。

○上江洲安俊河川課長 実は満名川については、整

備が必要な区間については、第１の河口部から約2.6

キロメートルございます。そして現在、河口部から

約800メートルについて護岸のかさ上げ、根固め、しゅ

んせつの設計を進めているところです。この河川に

ついては、断面は、構造物は既にでき上がっており

まして、かさ上げの必要性、根固めの必要性、たまっ

たしゅんせつ土砂のしゅんせつ、それから階段式護

岸とか傾斜護岸とかについて地元調整をしてきてい

ます。小学校があるところでしたか、そこのところ

に傾斜式護岸とか、そういうことを新たに追加して

つくろうという調整をしてきています。

○具志堅透委員 それと、河口部分といいますか、

港とのちょうど接点部分ですか、前に病院があった

ところですが、そこを周回して道路的な建設の話は

なかったですか。対岸側といいますか、中学校から

もっと河口部分、その話はないですか。そこの１周

道路的な、そこに渡れれば非常に災害にも強いので

はないかという話。

○末吉幸満土木建築部長 私ども満名川の改修と渡

久地港の高潮対策ということと、それから昔は、確

かに本部町のまち、全体を含めたということの話は

１回、昔の末吉副町長からお話を伺ったのですが、

今私ども動いているというものは、満名川の改修、

後ほど港湾課長に説明してもらいますが、渡久地港

をどうするかということを今集中的にやってござい

まして、委員、今指摘の道路のところは、まだ私ど

も情報が入っていないといいますか、ちょっと理解

してございません。

○具志堅透委員 地元の要望に沿って、一番は水害

のあった場所で、それを防ぐことが重要、第一です。

その次には、景観、あるいは今後の利用云々も含め

て、地元の意向というものを非常にしっかり聞いた

上でやっていただきたいと思います。

次に、昨年の補正予算で通ったと思うのですが、

運天港の陸電設備です。どういう経緯ですか、進捗

です。

○末吉幸満土木建築部長 運天港の陸電施設につい

ては、現在実施設計を行っておりまして、完了次第、

工事を発注し、完成のめどとしては今７月ごろとい

うことを考えております。

○具志堅透委員 次に、本部港関係に行きたいと思

います。昨年でしたか、災害があって、岸壁だとか

いろいろやってあったのですが、工事はもう全て終

わったという認識ですか、どうですか。



○田原武文港湾課長 平成26年７月の台風８号の影

響によって、本部港の岸壁のエプロンの舗装が210

メートルにわたって破損しております。定期フェリー

の貨物搬出入に支障がないよう応急対策を実施した

ところであります。本格的な復旧工事については、

平成27年３月末に着手した後、９月に完成する予定

となっております。

○具志堅透委員 それと今、沖防波堤をやっている

と思うのですが、それの進捗というか、完成予定だ

とか、今年度どこまでやるとかという部分を教えて

いただけませんか。

○田原武文港湾課長 本部港の防波堤沖については、

平成24年度から事業に着手しております。防波堤の

ケーソン及び被覆ブロックの製作等を行ってきてお

ります。平成27年度からケーソン据えつけ工事に着

手し、平成28年度の完成を目指しております。

○具志堅透委員 次に、トイレ、シャワーは完成は

しておりまして、前から土木建築部長には内々にい

ろいろ伺ってもおりますが、一体全体いつから供用

開始ができるのか、何が問題なのかという部分を説

明してもらえませんか。

○田原武文港湾課長 本部港の崎本部緑地にあるト

イレ、シャワー施設については、今月、３月16日に

供用開始いたします。

○具志堅透委員 次に、立体駐車場の件ですが、こ

の件に関しては、伊江村の意向調査も終えていると

思います。その辺も含めて今後の県の考え方はどう

でしょうか。

○田原武文港湾課長 本部港の立体駐車場について

は、今年度意向調査を行って、それを踏まえて基本

設計を完了しております。平成27年度は管理運営の

手法について関係機関と調整して、平成28年度の事

業化を目指したいと考えております。

○具志堅透委員 平成28年、少し遅いような気がす

るのですが、１年１年かかりますか。その辺のとこ

ろを。

○末吉幸満土木建築部長 私どももできれば早くし

たいということは当然思っていまして、平成27年度、

もし関係機関との調整がうまくいけば、平成27年度、

補正予算の計上というものも考えてさせていただき

たいと思っています。

○具志堅透委員 これは前々から一般質問でも取り

上げて、伊江村のまちづくりに対して相当影響のあ

る、どんなに向こうの祭りをやっても、駐車場がな

いということで、かなり支障を来しているのです。

そういった意味では、一日も早い整備が必要だと思っ

ていますので、伊江島の方々に伊江村の玄関はどこ

だと言われたり、これも前に一般質問で御紹介した

のですが、これは本部港だよと。そこを整備しない

限り、我々の経済的な発展、祭りをやっても何をやっ

ても不備を来しているのだという話がありますので、

ぜひとも平成28年と言わず、平成27年、土木建築部

長が答弁したとおり、ぜひともお願いをしたいと思

います。

最後に、瀬底港の整備ですが、その進捗について

お願いします。

○末吉幸満土木建築部長 本部港の瀬底地区の整備

につきましても、平成27年度から新規事業として着

手することになっております。

○具志堅透委員 先ほど冒頭申し上げましたが、い

ろいろ土木建築部は大変予算を抱えて大変だと思い

ます。ただ、その下にいろいろな問題があるのだろ

うと思うのですが、しっかりとそれを解決しながら、

沖縄振興一括交付金も３年目を迎えていますので、

少しずつなれてきたといえばおかしいのでしょうが、

いろいろあるのでしょうが、含めて必要な事業をしっ

かりとやっていただきたいと思います。

○新垣良俊委員長 中川京貴委員。

○中川京貴委員 まず、先ほど土木建築部長から平

成27年度一般会計当初予算説明資料の説明がありま

した。1065億4789万9000円、その説明を受けました

が、私は、去年の決算も同じ質疑をした経緯があり

まして、土木建築部の事業の中で予算を計上し、そ

して補正予算も組んで、最終的には事業執行ができ

なかった。減額された事業があると思うのですが、

それが平成27年度の予算に生かされているかどうか

をお聞きしたいと思っています。

○末吉幸満土木建築部長 私ども土木建築部におき

ましては、補正予算で増額して、その増額したもの

を年度内で不用とかということはないと思っていま

す。土木建築部としては補正予算のものは当然必要

ということで要求させていただきまして、それが年

度末になって執行できなかったからということで不

用にしたことはないと思います。

○中川京貴委員 当初予算で事業執行ができなくて

減額したという経緯はあるのですか。

○末吉幸満土木建築部長 例えば災害復旧事業とい

うものがございまして、災害復旧工事ですね。これ

はある程度見込みで予算を計上いたします。それが

災害がなかったということで不用にすることは多々

あります。

○中川京貴委員 冒頭で土木建築部長が答弁してお



りました地権者との関係で事業執行ができなかった

というものがあるのですが、しかしながら、それが

嘉手納町を中心に沖縄市の池武当に向かっての地権

者の了解がとられて、あれも平成26年度に完了する

と説明もありました。それが生かされて平成27年度

の予算を組まれていますかという質疑です。

○末吉幸満土木建築部長 それはそのようなことで

反映させていただいています。

○中川京貴委員 それでは、本年度1000億円余りの

予算を組まれておりますが、まず地元の指名業者を

生かされているか。何％ぐらいですか。

○宮城行夫土木総務課長 県が発注する公共工事に

ついては、県内企業への優先発注及び県産品の優先

使用基本方針に基づき可能な限り分離分割するなど、

地元企業の受注の機会の確保や県産資材の積極的な

活用に努めております。それから、地元発注に関し

ては、沖縄県の土木建築部の場合、平成25年度は件

数的に97.3％が沖縄県発注になっております。それ

から、金額ベースで95.2％が沖縄県の地元発注になっ

ております。

○末吉幸満土木建築部長 県内発注ということは当

然でございますが、恐らく中川委員おっしゃってい

るのは、例えば地域、沖縄市、うるま市、あるいは

那覇市それぞれの地域での発注がどうなのかという

ことだと思うのです。私どもは、発注形式としては

総合評価方式、あるいは一般競争入札、あるいは指

名競争入札、いろいろな多種多様な発注形態を準備

してございまして、当然地元の、例えば、北部土木

事務所管内、中部土木事務所管内という事業の工事

の場合は、そこの地元の方々を優先して指名してい

くということは当然のことをさせていただいていま

す。

○中川京貴委員 すばらしい取り組みだと思ってお

ります。しかしながら、下請業者、孫請業者につい

てしっかりとした、これは土木環境委員会でも特記

事項で入れるべきだということでされていますが、

実施されておりますか、何％ですか。

○宮城行夫土木総務課長 下請企業に対する率です

か、地元の受け率というものは、今のところ、統計

はとっておりません。ただ、そういう特記事項とか

契約時の通知で地元企業を優先的に使用するという

ことをお願いしております。

○中川京貴委員 たしか県と事業の契約をするとき、

下請業者はどこどこを使いますと入れる項目がある

のですか、ないのですか。

○宮城行夫土木総務課長 元請が下請のほうに工事

を発注する場合は、下請通知というものを県のほう

に出すことになっております。

○中川京貴委員 ですから、土木環境委員会でも下

請業者を県内業者を使うようにということで、これ

は特記事項でうたわれているということは事実です

ね、確認。

○宮城行夫土木総務課長 はい、そうです。

○中川京貴委員 そこでうたわれているのであれば、

数字が出ると思うのですが、いかがでしょうか、そ

の確認はしていないのでしょうか。

○徳田勲技術管理課長 下請の状況ですが、平成25

年度の数字になるのですが、発注工事件数に対して

下請業者数、これは５％ですが、95％は県内の業者

に下請しているという数字はあります。

○中川京貴委員 すばらしい数字だと思っています。

ぜひこういった形で数字で出していただきたい。ぜ

ひチェックもしていただきたい。それが数字ではそ

う出ていても、中身がそうでなかった場合も、起こ

り得ないと思うのですが、この辺をチェックするぐ

らいやっていただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。

○末吉幸満土木建築部長 それはしっかりチェック

していきたいと思います。

○中川京貴委員 次に、河川工事についてお伺いし

たいのです。平成二十五、六年度継続してしゅんせ

つも含めて河川工事が行われていると思うのですが、

主な大型工事は何カ所ぐらいやっていますか。

○上江洲安俊河川課長 主要河川としましては、国

場川とか安謝川、比謝川、小波津川といったところ

が主要事業と認識しています。

○中川京貴委員 御承知のとおり、今比謝川はもち

ろん、嘉手納漁港のしゅんせつも地元業者がしてい

ます。しかしながら、ほかの工事については、下請

業者まで地元業者がやっているか確認したいのです。

○上江洲安俊河川課長 河川のしゅんせつ工事につ

いては、平成26年度に実施した工事では、国場川、

安里川、石川川、屋部川で７件ほどしゅんせつ工事

がございまして、全て県内業者が受注しております。

下請がある箇所についても県内業者であるのですが、

国場川については県外業者が下請を行っていると

伺っております。

○中川京貴委員 国場川について県外になった理由

は何でしょうか。

○上江洲安俊河川課長 下請については、先ほども

ありましたが、県内企業を優先的に活用されるよう

にということで、特記仕様書には明記して、受注者



へ協力をうながしているところですが、下請契約に

ついては当事者間の自由意思に基づくものとか、そ

ういうものがありまして、国場川のしゅんせつ工事

については県外業者が下請となっております。

○中川京貴委員 これは要望申し上げたいのは、そ

ういったしゅんせつ工事も含めて、河川、いろいろ

な工事は、夏場になると台風等の関係もあって、せっ

かく予算を組んでも、天気に左右されて工事が難航

するといった意味では、台風のない時期に集中的に

予算化をして工事させるべきだと思っていますが、

いかがでしょうか。

○末吉幸満土木建築部長 沖縄県の場合には、台風、

あるいは梅雨時にどうしても雨が降りまして、流れ

るような、工事がストップするようなことがござい

ますので、それは避けるようなことでやっていきた

いと思います。河川工事にかかわらず、工事の平準

化ということは皆さんにずっと言われていることで

ございまして、それは河川工事に限らず全部の公共

工事はそういう格好でやっていきたいと思っていま

す。

○中川京貴委員 伊良部架橋も大変すばらしい橋が

できて、土木環境委員会で現場を調査しながら、地

元が喜んで、本当によかったという橋ができました。

しかしながら、台風や、また天気に左右されて、大

変苦労した経緯もあって、ぜひこれからの事業は、

県としても予測される事業はしっかり調整しながら

進めていただきたいと思いますが、土木建築部長、

いかがでしょうか。

○末吉幸満土木建築部長 しっかりそのように対応

していきたいと考えております。

○中川京貴委員 それでは、もう一つ、那覇空港の

埋め立てと辺野古の埋め立ての基本的な考え方は、

土木建築部としてはこれまでずっと一緒という認識

でよろしいでしょうか。

○末吉幸満土木建築部長 埋立工事ということでは

同じような状況でございます。ただ、那覇空港の場

合は、大分昔からパブリックコメントもやりながら、

地元の県民の理解を得ながらやってきたという状況

でございます。ただ、辺野古の場合には、御承知の

ように、反対者の方が大勢いるという経緯はあるか

と思うのですが、埋め立ての私どもの審査というも

のは同じような状況でさせていただきました。

○中川京貴委員 これは、私たちも法律にのっとっ

て両事業が推進されていると思っていますが、御承

知のとおり、知事は辺野古だけはノーだと言ってい

ますので、委員長、この件については要調査事項と

して取り扱っていただきたいと思っています。

○新垣良俊委員長 今の質疑につきましては、要調

査事項として取り扱ってほしいということでありま

すので、明３月13日の委員会でその取り扱いについ

て協議したいと思います。

○中川京貴委員 続きまして、これは私は一般質問

でも何度か取り上げたのですが、県営団地の建てか

え、現在の進捗状況、今後の計画についてお伺いし

たいと思っています。

○末吉幸満土木建築部長 県では、県営住宅の建て

かえに当たり、平成23年度から平成32年度までを計

画期間とする沖縄県公営住宅等ストック総合活用計

画を定めております。同計画では、平成32年度まで

の10年間に７団地、1682戸の県営住宅を建てかえる

こととしておりまして、平成26年時点で４団地、1000

戸について事業に着手しているところでございます。

○中川京貴委員 ちなみに、この７団地の中で防衛

省から防音工事された地区はありますか。

○嘉川陽一住宅課長 現在、宜野湾市の大謝名団地

について建てかえを始めておりますが、そちらのほ

うは防音工事の対象団地となっております。

○中川京貴委員 その建てかえは現在の戸数の現況

のままでしょうか、それとも戸数がふえるのでしょ

うか。

○嘉川陽一住宅課長 現戸数は300戸であります。今

予定といたしましては３期工事までで332戸を建設す

るという予定であります。

○中川京貴委員 ということは、32戸については単

費になると思いますが、いかがでしょうか。

○嘉川陽一住宅課長 32戸増戸ということでござい

ますが、国土交通省の補助を使って32戸も補助対象

として建設をするということでございます。

○中川京貴委員 ぜひそのように進めていただきた

いと思いますが、角度を変えて質疑します。これは

一般質問でも取り上げましたクーラーの防音工事は、

もちろん外郭防音工事だと思っていますが、防音サッ

シの工事と建具復旧工事に分かれていると思います。

10年過ぎた後の空調機の取りかえ工事については、

県が持つべきだと私は主張してまいりましたが、現

在においてはどうなっているでしょうか。

○嘉川陽一住宅課長 空調機の取りかえについては

従来個人の申請ということで、各入居者が沖縄県住

宅課に模様がえの申請を出していただいて、我々が

それを承認する。その承認を踏まえて、各個人が沖

縄防衛局にクーラーの取りかえを申請しているとい

う状況でございます。



○中川京貴委員 これは個人が申請すれば、10％は

個人負担になるのですが、いかがでしょうか。

○嘉川陽一住宅課長 そのとおりでございます。

○中川京貴委員 そうすれば、この10％は個人の財

産になるのではないのでしょうか。

○嘉川陽一住宅課長 空調機につきましては現在防

衛省の予算で全額控除していただく。それから、更

新に当たっては１割の負担ということでございます

が、基本的には個人の所有ということになっている

と理解をいたしております。

○中川京貴委員 民間はいかがでしょうか。

○嘉川陽一住宅課長 民間の住宅防音工事につきま

しても同様の考え方だと思います。

○中川京貴委員 民間は家主が持っております。そ

うしなければ、この10％を払った方々がクーラーを

外していくか、出ていくときに10％負担してくれと

いうことになっております。ですから私も、県は借

家人が10％の権利を主張する前に県が持つべきだと

いうことを主張してきましたが、今年度の平成27年

度予算にもそれは反映されていないということで理

解してよろしいでしょうか。

○嘉川陽一住宅課長 県としても、これまでいろい

ろ御質問をいただいているところではありますが、

防衛省の補助金ということで、防衛省は押しなべて

民間と同一だという考え方をしておりますので、県

としても平成27年度の予算計上はいたしておりませ

ん。

○中川京貴委員 確認しますが、民間のアパートに

おいては、借家人から10％取っているということを

防衛省が返事したのですか。

○嘉川陽一住宅課長 民間の１割負担ということに

ついて、家主の方が負担をしているということでご

ざいますが、民間の賃貸住宅と公営住宅法に基づく

公営住宅というものは、そもそも目的が違います。

公営住宅というものは、住宅に困窮している低額所

得の方に低廉な家賃で公営住宅を供給するというこ

とで、公が設置するということでございますので、

その辺のそもそもの形が違うと考えております。

○中川京貴委員 今、答弁では、民間と公営住宅は

家賃の差があるし、安く提供しているので、借家人

からそれを請求しているという答弁でよろしいので

しょうか。

○嘉川陽一住宅課長 県としては、家賃というもの

の中に、例えば県が１割負担することになると、今

家賃の中で空調機器の更新分を上乗せする仕組みが

できないということでございます。

○中川京貴委員 同じ公営でやっている市町村はど

うなっていますか。

○嘉川陽一住宅課長 嘉手納町は町で負担している

ということは聞いております。

○中川京貴委員 なぜ嘉手納町でできて、県ができ

ないのでしょうか。

○嘉川陽一住宅課長 それぞれ設置する事業主体の

考え方があろうかと思います。我々も他県をいろい

ろ調査した経緯もございますが、県営住宅であって

も、県が負担しているところと負担していないとい

うところがあります。沖縄県としては、これまで住

民のほうで１割負担をお願いするという従来の形を

とってきている状況でございます。

○中川京貴委員 住宅課長は今正当化していますが、

再度お聞きします。県営団地に住んでいる方が空調

機の申請をします。防衛省はこの方に補助金を出し

ます。１割負担します。この方が引っ越した場合、

同じ人に２回補助金提供を国ができますか。

○嘉川陽一住宅課長 沖縄防衛局の判断になるとこ

ろだと私も思っておりますので、答弁はできないと

ころでございます。

○中川京貴委員 沖縄防衛局は、10年もしないうち

に同じ人に２回の補助金は出せないと言っているの

です。これは常識だと思いますが、いかがでしょう

か。

○嘉川陽一住宅課長 これまで途中で退去された方

がクーラーを持っていった事例がなかったというこ

ともありますし、県としても、防衛省の補助でもらっ

た空調機については、部屋に置いておくようにとい

う指導を今もやっているところでございます。

引っ越した先が同じ防音工事の区域であるかどう

かということがまずあるかと思います。なおかつ、

仮に民間のアパートだとして、このアパートが防音

工事の補助対象となっていたかどうかということも

あろうかと思いますが、我々としても、この方がど

のように申請されるのかどうかというところまでは

把握はできない。

嘉手納町が補助の申請ということで今お話をお聞

きしました。そのあたりの背景についても、我々も

町と意見交換しながら研究をしていきたいと思いま

す。

○中川京貴委員 では、土木建築部長にお聞きした

いのですが、これは過去にも私は一般質問、代表質

問でも取り上げた経緯があって、県としても調査し

て、いい結論を出していきたいという答弁がありま

したが、いかがでしょうか。



○末吉幸満土木建築部長 先ほど住宅課長からあり

ましたように、私ども防衛省ともいろいろ話はさせ

ていただいていますし、これまでも渉外関係者の主

要都道府県知事連絡会議において、国に対して空調

機器取りかえ工事の１割負担について、国庫で全額

負担してもらいたいとの要望をしているような状況

でございまして、その整合を図る必要があろうかと

思っています。また、補助事業を実施する場合に当

たっては、防衛省及び県が担うべき事務について整

理する必要があると考えていまして、これらの課題

を整理しながら、県がクーラーを設置することにつ

いても検討していきたいと考えております。

○中川京貴委員 では、この件はぜひよろしくお願

いします。

最後に、土木建築部の歳出の予算事項の34ページ

と35ページに出ておりますが、これの中で、談合違

約金に係る償還金と出ています。これまでの経緯と

何件残っているのか、これはたしか去年も議会の中

で説明がありましたが、今現在でもう全部完了して

いるのか、進捗状況を伺いたいと思います。

○宮城行夫土木総務課長 これまでの経緯というこ

とでいいでしょうか。県は、平成18年３月29日、公

正取引委員会によって、私的独占の禁止及び公正取

引の確保に関する法律による処分を受けた県発注工

事者に対して、違約金または損害金の請求を行った

ところであります。

この処理状況に関しては、特に知事部局のほうに

関しては、請求対象企業が140社、そのうち処理済み

が129社となっています。それから、未処理が11社と

なっております。

○中川京貴委員 残りの11社の課題は何でしょうか。

○宮城行夫土木総務課長 うち８社が倒産になって

おります。そして、３社に関してが当事者が死亡ま

たは破産状況にあって、請求できない状況になって

おります。

○中川京貴委員 現在においてはもうこれで完了と

いう意識でよろしいのでしょうか。

○宮城行夫土木総務課長 裁判関係に関してはもう

これで終了ということになっております。今からは

未収金の回収に向けて今頑張っているところであり

ます。

○中川京貴委員 では、裁判関係はもう出てこない

という認識でよろしいですね。

○宮城行夫土木総務課長 今後の未収金問題に関し

て何かあった場合は裁判に行くかもしれませんが、

当初の裁判は一応終了していると思っております。

○新垣良俊委員長 仲宗根悟委員。

○仲宗根悟委員 まず、平成27年度予算事項別積算

内訳書というところを中心にお聞きをしたいのです

が、この10ページの応急対応費ですか、これが新設

をされています。この応急対応費について説明をお

願いしたいのです。

○宮城行夫土木総務課長 台風などの災害により国

庫補助の対象とならない倒木の撤去や路面清掃など

の経費は、これまで道路、河川、港湾、公園、空港

の各事業の維持管理費の中で対応してきたところで

あります。平成27年度からは、各事業の維持管理費

とは別枠で、土木管理費に新たに応急対応費を計上

しております。別枠での応急対応費を計上している

ことから、各事業の通常の維持管理費は年度当初か

ら計画的な維持管理が行えることとなります。

○仲宗根悟委員 もちろん説明及び積算内訳書の中

にも、台風などの災害を受けた後に早急に対応する

ために必要な経費を計上しましたということであり

ます。災害復旧費というものがまたあるわけで、そ

れとの関係というのでしょうか、こういった台風な

どの災害を受けたら、災害復旧費あたりの予算を使

うべきなのかと思っておりますが、その辺との兼ね

合いはどうなのでしょうか。

○宮城行夫土木総務課長 災害復旧費は、台風など

の災害により公共土木施設が被災した際、国の災害

査定を受けて国庫補助により実施するものでありま

す。応急対応費は、台風などの災害においても、災

害復旧事業の対象とならない倒木の撤去や路面清掃

など、応急的な維持管理に要する経費としておりま

す。

○仲宗根悟委員 つまり、災害が発生したのですが、

災害復旧費、国の査定が入らない分についての対策

を講じようとする予算をつくりましたということで

理解していいのか、どうなりますか。

○宮城行夫土木総務課長 新たにつくったというこ

とになっております。

○仲宗根悟委員 そこで、今ぱらぱらめくってみま

すと、港湾費ですとか、砂防費、83ページが県単砂

防等事業費、ここの中にも緊急砂防関係対策事業費

だとか、あるいは港湾の中でも、緊急的に国庫負担

の適用を受けた以外に要する経費とか、いろいろな

項目が幾つか出てくるのですが、この中身で対応で

きない部分に新たに緊急対応費としてつくったとい

うことなのかと思うのです。この中身の部分で対応

は、緊急に対策するようなことはできないのですか、

どうなの。その辺がよくわからないものですから、



いかがですか。

○末吉幸満土木建築部長 応急対応費というものは、

来年新たにお願いしている事業ですが、まず先ほど

言った道路、河川、港湾等にある程度幾らか各課に

それぞれ配分します。あとそのうちの4000万円自体

は土木総務課に置かせていただきまして、ほかの課

でどうしても緊急に使うという話が出てきた場合に、

土木総務課で査定しまして、では、道路のほうが必

要だ、あるいは河川のほうが緊急的に必要だという

ものを配分していくような仕組みを今応急対策費は

考えております。

○仲宗根悟委員 余りよくわからないのですが、こ

の中身で緊急対策ですから速やかに復旧をするべき

予算ですね。そこでできないかわりに、改めてこの10

ページの応急対応費をこしらえたということになる

のか、どうなのか。その辺がよくわからないのです。

○宮城行夫土木総務課長 従来、国庫補助対象にな

る災害復旧費は国庫で使って査定をやって、それか

ら国庫で対象にならないのですが、起債関係のもの

が県単災害復旧費でやっています。これはもともと

予算化を従来からしております。今回新たに応急対

策費というものをつくったのは、維持管理費の中で

こういう台風後の予算が、維持管理費がなかなか計

画的にできないものですから、それを計画的にさせ

て、別枠で応急対応として台風後に緊急に速やかに

清掃とかできるように対応したものであります。

○仲宗根悟委員 早急に対応できるような項目を設

けたという理解をします。

それで、先ほどの災害復旧費は査定がありますと

いう内容ですが、査定基準というのでしょうか、ど

ういうところが災害復旧費に係る部分なのか、それ

と県で単独でやらなければいけないという部分、先

ほどあった倒木の清掃だとか、これは軽微といって

もいいのかどうなのか、その辺の基準というものは

どの辺に置かれているのですか。

○赤崎勉海岸防災課長 災害復旧事業については、

道路とか河川等の公共土木施設が台風等、異常気象

で破損した場合に充てる経費でございますが、国の

査定では１件当たり120万円以上が国庫補助の対象に

なっておりますので、120万円に至らないものについ

ては県単を利用しているということでございます。

○仲宗根悟委員 この項目は速やかに対応できるよ

うな項目をつくったということだと思うのですが、

確認しますが、そうですか。

○末吉幸満土木建築部長 そのとおりでございます。

○仲宗根悟委員 災害については以上で終わります。

それともう一つは、最近の新聞報道で埋立承認に

係る国の環境監視委員ですが、辞任の報道があるの

です。いかなる理由の辞任なのか、その詳細につい

て県は把握はしていらっしゃるでしょうか。

○末吉幸満土木建築部長 私ども詳細については把

握してございません。

○仲宗根悟委員 私たち県は許可権者であるわけで、

承認に至るまでの経緯は、県も環境には懸念がある、

払拭できないということだったのですが、承認の留

意事項に環境監視委員会をつけて、十分配慮しなが

ら工事を進めていくという理由で承認に至ったとい

うことであるわけですから、監視をする委員そのも

のが今、新聞を見る限り、保全できないということ

の理由のようですが、これが詳細を私たちもよく知

らないわけです。その辺についての詳細な、委員に

対して県はどういう立場をこれからとられますか。

○末吉幸満土木建築部長 私のほうも新聞上でしか

今承知してございませんが、沖縄防衛局としては、

委員の方に残ってもらう、慰留されているような話

も聞かされていますので、その件について私どもど

うのこうのということは、コメントは今差し控えた

いと思います。

○仲宗根悟委員 私たちは議会の委員会としても、

これは承認に至る留意事項に付された環境監視委員

会の設置で環境を守るのだということで、お墨つき

で承認に至った最大的な理由なわけですから、私た

ち委員会としても、東委員の参考人招致として委員

会へ呼んで、意見、あるいはできないものかという

ことで、委員長、ぜひ次回20日の常任委員会ですか、

その中で審査日程について協議ができないものかど

うか御提案したいのですが、いかがですか。

お願いします。

○新垣良俊委員長 新里米吉委員。

○新里米吉委員 組合等区画整理事業費６億8872万

円、これは昨年度の予算ですが、今回13億1705万円、

大幅増になっています。よく中身を調べてみると、

そのほとんどが市街地再開発組合等への補助金、各

種講習会等負担金でありますが、補助金、負担金の

大幅増について説明してください。

○末吉幸満土木建築部長 組合等区画整理事業費の

予算には市街地再開発事業が含まれております。そ

の中で、那覇市の農連市場地区と沖縄市の山里第一

地区の事業を実施しているところでございます。両

地区とも平成26年度、今年度ですが、権利変換計画

書の作成費用を計上したのですが、平成27年度から

は、建物補償、除却工事等に着手することから補助



金が増額となったということでございます。

○新里米吉委員 この事業はかなり順調に進んでい

ますか。

○伊禮年男都市計画・モノレール課長 ２カ所あり

ますが、那覇市の農連市場地区については、去年の

５月に組合設立認可を取得しまして、今権利変換計

画書の作成をしているところであります。あと、山

里第一地区については去年の11月に組合設立の申請

がされております。そういう中で、今年度いっぱい

に組合設立の認可を取得すると事業を進めていると

ころであります。

○新里米吉委員 次に、公営住宅建設費、平成26年

度25億4488万円、平成27年度が36億8598万円、11億

円余りふえておりまして、大変結構なことだと思う

のですが、その事業内容を教えてください。

○末吉幸満土木建築部長 平成27年度は継続の建て

かえ事業として、名護団地、神森団地及び大謝名団

地があります。これに加えまして、新たな建てかえ

事業として、南風原団地、南風原第２団地を予定し

てございます。さらに新規団地として、これは仮称

でございますが、伊覇団地の整備工事を予定してい

ることから、前年度比11億4110万円の増額となった

ものでございます。

○新里米吉委員 圧倒的には既存の改築、それに新

規が１つ加わったということですね。新規が加わる

ということは、それだけ入れる人がふえるというこ

とを意味すると思うのですが、そのように理解して

いいですか。

○末吉幸満土木建築部長 そのとおりでございます。

○新里米吉委員 次に、公共離島空港整備事業、南

北大東空港の夜間照明事業ですが、これは中川委員

長のときに両方視察に行きまして、当時の末吉統括

監も一緒に行って、雰囲気としてはかなり前向きだっ

たと思っております。これが実現して、その事業に

ついて基本的な説明を簡単にやっていただけますか。

○末吉幸満土木建築部長 南北大東空港照明施設整

備事業は、自衛隊機による夜間急患搬送業務の離着

陸時の安全性向上を図るために、滑走路等の航空灯

火を整備するものでございます。これは沖縄振興特

別推進交付金を活用して実施しているところでござ

いまして、現在実施設計を行っているところでござ

います。平成27年度には工事に着手させていただき

まして、平成28年度の供用を今目指しているところ

でございます。

○新里米吉委員 大変結構なことだと思います。

次、中城湾港マリン・タウン臨海部土地造成費の

工事請負費について、ホテル用地分6550万円という

ことと、文化交流商業・商業Ｂ・Ｃ分3900万円、こ

れは平成27年度予算ではどういうことを予定してい

ますか。

○末吉幸満土木建築部長 ホテル用地分譲のために

区画道路というものが整備が必要になってきます。

そのための道路の整備として6500万円、同様に文化

交流・商業施設用地のＢ・Ｃの分譲のための区画道

路の整備費として3900万円を計上させていただいて

いると。

○新里米吉委員 西原町側にあるホテル用地につい

ては県有地になっているかと思うのですが、そうで

すか。

○古堅孝港湾開発監 ホテル用地については県有地

となっております。

○新里米吉委員 ここは県有地でホテルを予定して

いますが、もう十数年来、ここは県有地ですから、

県が担当ですが、悪戦苦闘して明るくなったり暗く

なったりの繰り返しです。今もまだはっきりとした

めどは立てにくい。ただ、マリン・タウンにＭＩＣ

Ｅが建設されると、この県有地のホテル用地は非常

に明るくなると思うのです。見通しが立つと思うの

ですが、どう見ていますか。

○古堅孝港湾開発監 ホテル用地につきましては、

現在ＭＩＣＥの候補地になっていることから、公募

を控えております。ＭＩＣＥが来ると、県有地を含

めて、商業地も含めて、全て一括で購入という形に

なるかと思われますので、現在公募を控えていると

ころでございます。

○新里米吉委員 そうすると、ＭＩＣＥが決まって

からホテル用地が動くかどうかは、それからまた皆

さんもそういう動きを始めると、再開するというこ

とになりますか。

○末吉幸満土木建築部長 港湾開発監が今説明しま

したように、ＭＩＣＥの候補地は決まっていないと

いうことで、私ども予算計上させていただいていま

すが、ＭＩＣＥが当該地に決定した場合には、この

予算は当然執行はないということでございます。

○新里米吉委員 それから、那覇港における人流・

物流拠点港湾整備事業、平成26年度の１億1334万円

から平成27年度９億1400万円、大幅増になっていま

すが、今回どのような事業を展開するのですか。

○末吉幸満土木建築部長 那覇港における人流・物

流拠点港湾整備事業は、総合物流センター整備事業

と臨港道路浦添線無電柱化事業の２つで成り立って

います。平成27年度、総合物流センター整備事業と



して基礎工事等として９億800万円、さらに無電柱化

事業としては実施設計として600万円を計上している

ということで、大幅な増になりました。

○新里米吉委員 中城公園整備事業、進捗状況と平

成27年度の事業計画を伺いたいと思います。

○伊禮年男都市計画・モノレール課長 中城公園整

備事業の平成26年度末の進捗状況ですが、事業費ベー

スで63.4％となる見込みです。また、平成27年度は

約３億9000万円の事業費で、用地取得や園路整備、

また東口の駐車場の整備等を予定しているところで

あります。

○新里米吉委員 小波津川改修事業の進捗状況、そ

れから平成27年度の事業計画を伺います。

○上江洲安俊河川課長 小波津川の平成26年度末ま

での進捗率は、事業費ベースで約65％の見込みとなっ

ております。平成27年度は２億1500万円を計上して

おりまして、国道329号の橋梁改築、町道の橋梁改築

に伴う負担金及び国道より上流側の河川護岸工事を

実施する予定となっております。

○新里米吉委員 直接今年度の予算との関係ではあ

りませんが、辺野古新基地建設に関して、沖縄防衛

局が普天間飛行場代替施設建設事業に係る環境監視

等委員会―環境監視等委員会に配付した資料が一部

書きかえがあったということが新聞で報道されてお

ります。県に提出された資料も、当初３本の仮設桟

橋、岸壁だったものが現在では１本になっていると

報道されていますが、事実関係はどうなっています

か。

○末吉幸満土木建築部長 沖縄防衛局が３月10日に

ホームページ上で実際に環境監視等委員会で配付し

た資料を公表しております。その内容と県に提出さ

れました資料を確認したところ、県に提出した資料

では仮設桟橋を１基設置するなどの記載となってお

りまして、環境監視等委員会で配付した資料の記載

とは異なっていることを確認しております。

○新里米吉委員 これはもっと詳しいことでは、桟

橋、岸壁が昨年の６月時点で３本、それから７月の

県への岩礁破砕申請では２本、現在は１本というこ

とが報道されていますが、そのとおりですか。

○赤崎勉海岸防災課長 岩礁破砕の申請については

農林水産部の水産課に提出されておりまして、詳細

は具体的にはわからないですが、土木建築部に提出

されたものに対しては今回初めて提出されておりま

すので、それが１基だったということです。

○新里米吉委員 皆さんのところにも資料は届いて

いるわけですね。

○赤崎勉海岸防災課長 届いております。

○新里米吉委員 資料に黒塗りはありますか。

○赤崎勉海岸防災課長 貴重種とかそういったもの

が存在しているところ、あるいは移設するところに

ついては白抜きにされておりまして、確認すること

ができないという状況です。

○新里米吉委員 先ほども話がありましたが、県が

埋立承認をするときに、留意事項で知事から環境監

視委員会の設置を求めておりました。その委員のお

一人が辞任をされるということが私たちが日程を審

査した後に出てまいっておりまして、ぜひそれを委

員会で協議ができるように取り計らっていただきた

いと思います。

最後に、少し気になったことがあったので、国場

川の工事で下請が県外業者ということがありました。

県外業者が下請になるということで少し気になって

いるのは、そこが事実上のチャンピオンなのかと。

普通で言う下請なのか、そうではなくて、そこがむ

しろ実権を握っているような下請なのか、そこら辺

が少し気になったものですからお伺いします。

○上江洲安俊河川課長 国場川については、元請は

当然県内業者でございまして、その下請については、

深浅測量だとか磁気探査とか、そういったものも下

請に付しているところでして、しゅんせつについて

も、約3000万円程度という割合としては少ない状況

です。

○新垣良俊委員長 奥平一夫委員。

○奥平一夫委員 最初に下地島空港の件について伺

いたいと思うのです。下地島空港の、先ほどの答弁

にもありましたように、ＲＡＣとかＪＴＡの訓練が

この１年ぐらいされているということで、確認した

いのですが、何回とおっしゃいましたか。

○多嘉良斉空港課長 ここ数年の訓練回数でござい

ますが、平成21年が１万9045回、ＪＡＬが撤退しま

した平成23年が１万1307回、平成25年が6030回、平

成26年が1127回となってございます。1127回の内訳

としましては、ＪＴＡが26回、ＲＡＣが620回、国が

所有する航空機が481回となってございます。

○奥平一夫委員 利用料だとか航空機燃料譲与税だ

とかというものがかかりますね。これはそれぞれ幾

らでしょうか。

○多嘉良斉空港課長 宮古島市への航空機燃料譲与

税の推移といたしまして、平成21年に8174万6000円、

平成22年が9883万3000円、平成23年が6539万3000円、

平成24年が7150万6000円、平成25年が5829万7000円

となってございます。



○奥平一夫委員 例えば平成26年、1127回飛んでい

ますが、これに係る航空機燃料譲与税というものは

お幾らぐらいが想定されますか。

○多嘉良斉空港課長 平成26年度の航空機燃料譲与

税についてはまだ算出されてございません。

○奥平一夫委員 では、空港利用料は幾らぐらいで

すか。

○多嘉良斉空港課長 約1380万円ほどになります。

○奥平一夫委員 それから、皆さんが公募をかけて

ようやく事業者が４事業者に絞られてきたというお

話の中で、周辺残地、これはいろいろありまして、

県有地、市有地、私有地というものがありますが、

交換分合によってかなり県有地と市有地がふえてき

たと思うのです。その辺は所有権移転等は今どれく

らい進んで、私有地というものは割合は何％ぐらい

になっているのでしょうか。

○多嘉良斉空港課長 申しわけございませんが、細

かい数値は持ち得ておりませんので、後日提出した

いと思います。

○奥平一夫委員 結構です。

それから、少し気になるのがありまして、周辺残

地、地元の皆さんが所有権移転をしたのですが、今

黙認耕作している方が結構いますね。これは大体ど

れくらいでしょうか。

○多嘉良斉空港課長 利用されていない県有地295ヘ

クタールのうち、約191ヘクタールの土地において伊

良部地区の住民がサトウキビ等の耕作を行っており

まして、耕作者数が158人となってございます。

○奥平一夫委員 残地を使うということについて、

その辺が非常に心配なものですから、この辺も県と

してどのようにして黙認耕作地の皆さんを説得して

事業に対応していこうと考えているのか、その考え

方を聞かせてください。

○多嘉良斉空港課長 黙認で土地を利用するに当

たっては、そういう覚書といいますか、毎年行って

おりまして、そういう県が土地を使う事情が出た際

には、無償で返還していただくという形を明記して

印鑑をいただいております。

○奥平一夫委員 この158名の方に覚書の書面をも

らっているということですか。

○多嘉良斉空港課長 先ほど毎年と言いましたが、

５年ごとにいただいておりまして、全員の方からい

ただいているということです。

○奥平一夫委員 例えば公募事業が急ピッチに進ん

だとして、いきなりそこを開放してくれというわけ

にはいかないのですね。この辺はどのようなめどが

立っているのですか。

○多嘉良斉空港課長 今年度利活用公募事業が絞り

込まれましたら、来年またその事業者と協議を進め

ていきます。その中で実現可能性について私ども検

討するわけですが、そういった中で、地権者にも事

業の内容を御説明して理解を求めていきたいと考え

てございます。

○奥平一夫委員 それから、公募の件です。10事業

者が公募して、今４事業者に絞ってということだっ

たのですが、私がもらった資料では、農業関連、あ

るいは防災訓練施設の応募もあったと思います。こ

の辺はなぜ４事業の中に入っていないのか、その辺

の理由をお聞かせください。

○多嘉良斉空港課長 各事業の内容でございますが、

今回それぞれの企業の戦略とかアイデア等々が入っ

てございまして、県の意思決定過程の段階では公表

を差し控えしているところでございます。また、そ

れについては公募の中にも明記をしてございます。

○奥平一夫委員 公募した10事業者に対してどうい

うことを重点的に審査をされたのでしょうか。

○多嘉良斉空港課長 検討委員会においては、事業

の主体性、将来性及び資金計画等の観点から評価を

行ってございます。

○奥平一夫委員 それだけですか。

○多嘉良斉空港課長 あとは地域の貢献度とかそう

いったことも評価してございます。

○奥平一夫委員 資金的なこととはどういうことで

しょうか。

○多嘉良斉空港課長 私ども公募に当たっては、事

業者みずから事業をしたいということで、しっかり

と資金も事業者が持ち込んで事業をしていただきた

いというところで要望いたしておりますので、国で

ありますとか県でありますとか、そういったところ

に事業費を求めているという提案に対しては、評価

ができていないという状況でございます。

○奥平一夫委員 つまり、自前で事業資金を出して

やりますよということだと思うのですが、これはど

のようにして確認をされるのですか。

○多嘉良斉空港課長 提案書の中にどういった形で

資金をやりくりするかというところまで求めてござ

います。

○奥平一夫委員 少し戻りますが、農業関連の事業

者も応募していたのです。これはかなり有望ではな

いかというお話も聞いてはいたのですが、これはど

ういう理由で外されているのでしょうか。

○多嘉良斉空港課長 今回４つの事業に対しても、



情報を控えていますが、４つに選ばれなかった事業

につきましては、それぞれの企業のイメージであり

ますとか信頼とかございますので、私どもとしては、

内容については公表しないという予定でございます。

○奥平一夫委員 では、地域社会の貢献度はどうい

う意味でしょうか。地域社会の貢献度というものは

どういうイメージでいますか、それを考えておられ

るのですか。

○多嘉良斉空港課長 新たな利活用事業が下地島で

展開することによって、下地島並びに宮古島の知名

度が上がって、参入した企業を起爆剤、さらには誘

発剤という形で新たにまた事業が追随してくるよう

なイメージで私どもは思ってございます。

○奥平一夫委員 これは地元の雇用という観点はい

かがでしょうか。

○多嘉良斉空港課長 提案の中には地元からも雇用

をするという提案もございます。

○奥平一夫委員 地元にとっては、若い人がなかな

か戻ってこないということと、あるいは若い人が少

し仕事がうまくいっていないということなど結構あ

るので、地元では雇用に対する期待というものが非

常に大きいものがあるのです。ですから、そういう

意味では、雇用という視点でもできれば強く入れて

いただきたいと思います。

では次に、伊良部大橋についてお伺いをしたいと

思っています。おかげさまで１月31日には見事な大

橋完成のセレモニーも成功裏に終わったと思ってお

ります。これから伊良部架橋を活用しながら地域の

振興というか、そういう意味で、下地島空港と連携

したいろいろな振興策が考えられると思うのですが、

土木建築部長、その辺について考え方を少しお願い

できますか。

○末吉幸満土木建築部長 １月31日に皆さんもおい

でいただきまして本当にありがとうございました。

当然我々、伊良部島だけではなくて、これで多良間

島を除いてほとんどの離島が宮古島とつながったと

いうことでございまして、これから恐らく宮古島市

で大きな催し物、トライアスロン大会などでは３つ、

４つの橋を使っていくのではないかと非常に期待し

ているところでございます。当然伊良部大橋が開通

したことによりまして、下地島の利活用というもの

は相当期待されるようなことがございまして、我々、

今一生懸命下地島利活用を検討しているところでご

ざいますが、このスピードをとにかく速めて、先ほ

ど空港課長からは平成27年度に事業を決定したいと、

我々もそう思ってやっていますので、早目に下地島

空港の利活用というか、跡利用のことを立案させて

いただきまして、地域の発展につなげていきたいと

思っております。

○奥平一夫委員 これだけの答弁をいただいて非常

に言いにくいことではあるのですが、実は伊良部架

橋に着工するころに、私は伊良部架橋には歩道はな

いのかとお聞きをしました。その際は、いや、歩道

ではないのだ、路肩でやるのだというお話。あれは

どういう理由で歩道が設置できなかったのか、お伺

いしたいのです。

○上原国定道路街路課長 伊良部大橋は全長で4.3キ

ロメートルございますし、当初から建設費が非常に

高額になるということで、補助事業でやる手前、国

土交通省と協議いたしまして、コストをなるべく下

げるということで、当初歩道を計画しておりました

が、歩道をなくして、路肩で歩行者をさばいていく

という形で、コスト縮減のためにそれを省略したと

いうところでございます。

○奥平一夫委員 そのときに県警察本部長からも御

意見を伺っているのです。県警察本部長にお伺いし

ましたら、交通安全の面からしますと、歩行者があ

る道路においては、車道と歩道の区分があったほう

がよいと考えているということをおっしゃっている

わけです。交通安全という点からすれば、どうして

も少し段差があって、歩道を確保するということの

ほうが必要だと。地元でも当時、これが非常に危険

だという新聞記事等もたくさん出ていまして、何と

か歩道を設置できないだろうかということがありま

した。今は伊良部大橋が開通したので静まり返って

おりますが、かなり交通量もふえてきますので、歩

道はどうだろうかということの声が上がってきます。

私は絶対必要だと思うのです。これはかなりふえて

まいりますから、路肩で交通安全を図るということ

はいかがなものかと思いますが、土木建築部長、い

かがでしょうか。

○上原国定道路街路課長 1.25メートル路肩を設け

ていますが、舗装の色を変えまして、車両が路肩に

は入りにくいような形の交通安全上の一応配慮をし

ているということでございます。

○奥平一夫委員 道路街路課長にはその程度しか答

弁できないと思いますが、でも、これは交通安全と

いう観点から考えれば、歩道設置というものはこれ

から重要になると思います。今すぐとは言いません

が、それをぜひ、例えば沖縄振興一括交付金でやっ

てもらうとか、当時は補助事業ですから強いことを

言わない、沖縄総合事務局もいるので余り発言しな



いでくれと言われたことがあるのです。だけれども、

もうできてしまったので、では、後々言うよという

話で今発言しているわけです。いかがですか。もう

少し検討するというぐらいは答弁はしてもらわない

と、これは困ります。

○末吉幸満土木建築部長 先ほど道路街路課長が説

明しましたように、伊良部大橋は4.3キロメートルあ

りまして、それだけ歩く人がいるかということが一

つ当時議論になりました。自動車専用道路としてや

るべきではないかという議論もございました。県と

しては、4.3キロメートル区間でも歩く方はいらっ

しゃるかもしれないということで、頑張って1.25メー

トルの路肩というものを確保したつもりでいます。

その1.25メートルの、今カラー舗装させていただい

ているのですが、それがマウンドアップしたほうが

安全かどうかということは別問題でございまして、

例えばポールをどこかに立てるとか、あるいはチャッ

ターバーを置くとかということで、車の方々に注意

喚起するようなことは可能だと思いますので、それ

は検討させてください。

○奥平一夫委員 伊良部架橋のロケーションはすば

らしいのです。乗用車で行くと、車が通ると、目線

を遮られるわけですね。余りよくないのです。だか

ら、ウオーキングであったり、観光客が特にそこを

歩いてロケーションを楽しむということがかなりふ

えてまいります。そういう意味では、しかも交通安

全という視点を置きながら対処しないと、これは少

しまずいのではないのかと思いますが、交通安全と

いう意味で大丈夫でしょうか。これはさっきも言っ

たが、今すぐという話ではありませんので、県警察

本部長にも次の定例会でお聞きしたいと、交通安全

面でどうなのだ、あなたのところはこのように答弁

しましたよということをおっしゃっていたのでお聞

きしたいと思います。歩道ということも視野に入れ

ながら、伊良部大橋をぜひ見ておいてください。

○多嘉良斉空港課長 先ほど奥平委員から、下地島

の残地600ヘクタールの中で私有地がどれぐらい占め

ているかという御質疑についてお答えします。

私有地は約12ヘクタールで、全体の２％となって

ございます。

○新垣良俊委員長 休憩いたします。

午後０時２分休憩

午後１時25分再開

○新垣良俊委員長 再開いたします。

午前に引き続き、質疑を行います。

新垣清涼委員。

○新垣清涼委員 当初予算案説明資料の資料３で、

主な事業の概要で34ページ、がんじゅーどー事業に

ついてお尋ねします。

これは事業概要を見ると、県民の健康づくり活動

のウオーキング、ジョギングするために利用しやす

い道路空間を形成する経費となっております。ウオー

キング、ジョギングをするための利用しやすい道路

空間の説明をお願いします。

○末吉幸満土木建築部長 従来の歩道整備はアスフ

ァルト舗装やブロック舗装等で行っています。がん

じゅーどー事業は、県民の健康づくりを推進するこ

とを目的としておりまして、ウオーキングやジョギ

ングしやすい歩道空間を形成するということですの

で、具体的には、既存の歩道にラバー舗装、ゴムチッ

プとかそういう舗装をして、あるいはフットライト

等を設置するような事業となっております。

○新垣清涼委員 平成26年度予算から３倍ぐらいに

なっています。特に今、県も今年度事業の予算のポ

イントの中に健康長寿沖縄の推進ということで、そ

れだけ力を入れているのかと思っているのですが、

その３倍になった理由を御説明をお願いします。

○嶺井秋夫道路管理課長 今年度沖縄本島北部、中

部、南部、宮古、八重山、５つの地区でモデル路線

を選定しまして、その設計を行っております。平成27

年度はその設計に基づいて工事を予定していること

から、前年度委託費で、今年度は工事費ということ

で、その分増額になっております。

○新垣清涼委員 各地域でモデル事業ということで

すが、北部はどの路線、中部はどの路線というもの

がもし決まっていたら教えてください。

○嶺井秋夫道路管理課長 北部からいきますと、北

部は古宇利屋我地線、これは屋我地大橋で予定して

おります。中部が沖縄県総合運動公園線、南部が奥

武山米須線、宮古が高野西里線、八重山が石垣浅田

線を予定しております。

○新垣清涼委員 以前に自転車道路の整備を県は取

り組んだと思うのです。ウオーキングもジョギング

もいいのですが、また健康づくりのためにもう一つ、

自転車道の整備も必要だと思うのです。そこら辺の

推進については今どうなっていますか。

○嶺井秋夫道路管理課長 現在行っております事業

は、早期整備を図るために既存道路の歩道の空間を

活用する計画となっておりまして、自転車道につき

ましては歩行者との分離が必要となりますので、今

後歩道幅員の広い道路で整備する際には検討してい

きたいと考えております。



○新垣清涼委員 宜野湾市だと、伊佐から普天間ま

での道路が、県道81号線ですか、歩道の幅員がかな

りあります。そうすると、その区間だけでも、要す

るに自転車の表示をして、よく本土であります自転

車を優先する道路、そういうのも必要かと思ってい

るのですが、そのように整備をしている箇所として、

あるいは道路の延長として、どの地域にどのぐらい

整備されているか、もしあるのでしたら―自転車専

用道路としてもありますか、それはまだないですか。

○嶺井秋夫道路管理課長 今自転車道として整備し

ているのは玉城那覇自転車道の１路線のみでござい

ます。

○新垣清涼委員 次は、県営住宅の建設費のところ

です。宜野湾市で今進められていて、32戸ですか、

大謝名団地はふえるということですが、県全体とし

てそのふえる分、高齢者用に整備する住宅というも

のは何％ぐらいあるか、それはわかりますか。

○嘉川陽一住宅課長 県営住宅につきましては、平

成32年度までに建てかえる事業ということで、７団

地合計で1682戸を予定しております。これらの団地

につきましては老朽化が進んでいるということでご

ざいますが、やはり古い団地ですので、バリアフリー

という面では機能的に劣っているということです。

これらの団地を建てかえることによって、高齢者、

あるいは障害者にも優しい住宅を整備していくとい

うことを考えております。

○新垣清涼委員 今バリアフリーということの説明

ですが、現在高齢者だとか障害者用にドアのあけ閉

め、これではなくて、横にスライドするドアがあり

ますね。それが宜野湾市だと我如古にありますね。

１階はそういうドアになっているところがあるので

す。その割合はこれから建てかえするときにどのぐ

らい変わるのか。そういう計画もありますか。

○嘉川陽一住宅課長 建てかえに当たっては、入居

者が戻ってくるということがございますので、入居

者の実態をまず確認いたします。それから、さらに

まだ希望もとって、車椅子専用住宅ということで、

室内の段差がないのはもちろんでございますが、例

えば水回りでいきますと、洗面台、あるいは台所の

流し台、こういったところが車椅子でも使えるよう

になっているということ、それから室内は引き戸で

あるというところも配慮して、車椅子で生活できる

ということを可能にしているものでございます。

○新垣清涼委員 これから高齢化社会に向かって、

今の普通の健常者が入る割合とそういう高齢者や障

害者が入居する割合として、部屋の数を少し上げる

計画はあるか。それをやる必要があるのではないか

ということで聞いています。

○嘉川陽一住宅課長 新規の団地の建設に当たって

は、おおむね３％程度を車椅子専用住宅ということ

で整備したいと考えております。ただ、一般的に建

てかえられた団地については、室内の段差がないで

あるとか手すりがついている、もちろんエレベーター

がついているということで、一定程度のバリアフリー

化の配慮はなされていると思っております。

○新垣清涼委員 現在入居されている方で、要する

に、家族が途中で障害を抱えてしまった。そういう

ときに、３階、４階、こういう上のほうに住んでい

る方を１階に移ってもらう。そういうシステムとい

うものはあるのですか。

○嘉川陽一住宅課長 入居者からの、例えば高齢化

が進んで足腰が弱くなったということ、あるいは障

害を負ってしまっているという場合には、県のほう

に住みかえということの申請を出していただいてお

ります。ただし、その場合でも１階、もしくは希望

されている場合、２階ですが、そこがあくというと

ころまではお待ちいただくことになります。

○新垣清涼委員 牧港の県営住宅にお住まいの方で、

たしか４階か５階で、子供さんが重度障害になって

しまって、毎日おんぶして上りおりしている方がい

らっしゃるのです。そういう意味では、そういう制

度をぜひ紹介していただいて、下のほうにあくとこ

ろがあれば、早目に移していただきたいということ

をお願いして、終わります。

○新垣良俊委員長 前島明男委員。

○前島明男委員 それでは、資料３の34ページの事

業ナンバー193番、港湾改修事業についてから質疑い

たします。

もう待ちに待ったというか、私が議員になりたて

のころから、2000年に第１期目に当選したのですが、

その間もないころから本部港の沖防波堤はぜひ必要

だということで、私は名護市がもともと出身でも何

でもないのですが、いろいろもともとの深いつなが

りがありまして、向こうへ行くたびに、また台風の

たびに被害も大きくて、これは何とかしなければい

かんのではないかということで、ずっともう十数年

の必要性を訴えてまいりました。ようやくケーソン

の製作にもかかっているということで大変喜んでお

ります。まずその必要性から詳しく御説明いただけ

れば、これは図面をさっきもらったのですが、水深25

メートル前後のところに240メートルの沖防波堤をつ

くるのですが、詳しい御説明をお願いしたのです。



○田原武文港湾課長 本部港の沖防波堤については、

委員のおっしゃるとおり、台風時、岸壁に波が遡上

するということで、その対策の一貫として沖に防波

堤を整備することで、岸壁前面の波高を抑える、静

穏度をよくするという効果を図る目的で防波堤の整

備計画を立てて、平成24年度に事業化しているとこ

ろでございます。

○前島明男委員 240メートルですが、これは将来は

延ばす計画もあるのですか、これで終わりですか。

というのは、この240メートルで静穏度もかなりよく

なるとは思うのですが、これで十分事足りるのか、

あるいは将来的にも延ばす必要性、計画があるのか、

その辺はどうなのですか。

○田原武文港湾課長 現在防波堤の計画が240メート

ル、これは平成28年度までに終わりたいと考えてお

ります。防波堤の位置については、入港する船舶等

の大きさを勘案して現在の位置に配置していますが、

まずは平成28年度に完成させた後、港内の状況をま

た再度検証しながら、必要があれば防波堤を延ばす

こともあり得るのかと考えております。

○前島明男委員 観光客ももう随分ふえてきました

し、これからももっともっと観光客はふえるわけで

す。大型クルーザーを利用しての海外からの観光客

もこれから随分ふえてくると思うのです。今の本部

港の岸壁はマイナス何メートルですか。それで、何

万トン級の船までが接岸できるのか、その辺はどう

なのですか。

○田原武文港湾課長 マイナス９メートルの岸壁で

は、現在は２万トン級のクルーズ船は対応可能です。

将来的には５万トンが入れるように、防舷材、それ

から係船柱等は前もってそれに対応した規格で設置

しています。この後、最近のクルーズ船はさらに大

型化していますので、７万トン級になる場合は、海

上保安庁とまた協議の上で調整が必要となります。

ただ、現在のマイナス９メートルの岸壁は220メート

ルしかございませんので、５万トン級の対応にする

ためには、ドルフィン部という橋状の出っ張りを整

備する必要が生じてきます。それについては、また

クルーズの市場の動向も見ながら、必要性が高まれ

ば事業化は検討する必要があると考えています。

○前島明男委員 私はなぜ本部港にこだわるかとい

いますと、名護市にはそういう港がないわけです。

そういう数万トン級の船が接岸できるバースは本部

町にしかない。しかも、海洋博の元敷地内にすばら

しいリゾートホテルもできました。そういうことで、

本部町を中心としたあの周辺の町村が非常に本部港

に対する期待というものが大きいものがあるわけす。

そこを拠点にあの地域、北部一帯の産業振興を図る

必要性があるということから、本部港の整備は欠か

せないものがあると思っているのですが、将来的に

もこれから本部港の整備についてはもっともっと力

を入れていただきたいと思うのです。

そこで、具体的なことを聞くのですが、二十数メー

トルの深いところですから、当然捨て石マウンドを

してしっかり海底から立ち上げて、その上にケーソ

ンを乗せるわけです。このケーソンは二、三千トン

クラスのケーソンが必要かと私は思うのですが、ケー

ソンの大きさは幾らになっていますか。1000トンで

はちょっと足りないと思うのですが、3000トンぐら

いのケーソンですか。ケーソンの大きさ。

○田原武文港湾課長 ケーソンの規格は、幅が26.3

メートル、高さが19.1メートル、長さは20メートル

になります。重量としては3750トンございます。

○前島明男委員 そもそも3000トンは必要だろうと

私も思っていましたが、頑丈なものができるのでは

ないかと思って期待しております。ぜひとも将来も

本部港の整備については、これから大いに力を入れ

ていただきたいと思うのですが、土木建築部長の決

意のほどを。

○末吉幸満土木建築部長 本部港は北部の拠点港で

ございますので、しっかり整備していきたいと思っ

ております。

○前島明男委員 ほかにもたくさんいろいろ出して

あったのですが、もう一点だけお聞きしたいと思う

のです。小湾川の下流の整備について、一部整備が

始まっていますが、国道から下流に向かってです。

一部整備ができていまして、その工事については近

々完成のようですが、国道から北に向けて約200メー

トルぐらいはありますか、そこの整備がまだこれか

らなので、いろいろ調査設計もやっているように聞

いております。その状況はどのようなことになって

いるのか、それをお尋ねしたいのです。

○末吉幸満土木建築部長 前島委員が説明されまし

たように、小湾川の河口から国道58号までの450メー

トルの区間というものを整備しておりまして、この

うち河口から上流に向けて200メートルの区間は今年

度で整備が完了いたします。その200メートルから上

の国道58号までの間、約250メートルございますが、

これは良好な自然環境を保全しながら河川整備を行

うことで今考えております。今後、浦添市、あるい

は恐らく軍用地区もあるはずですから、そういう関

係機関との調整を図りながら、早期整備に向けて取



り組んでいきたいと考えております。

○前島明男委員 その整備をよろしくお願いいたし

ます。

もう一点だけ最後にお聞きしたいと思います。194

番の那覇港における人流・物流拠点整備事業、那覇

港総合物流センターの地盤改良を、平成27年度ごろ

基礎工事をやるということになっているのですが、

那覇港総合物流センターの完成はいつですか。

○田原武文港湾課長 那覇港総合物流センターの完

成は平成29年度となっております。

○前島明男委員 関係者というか、そこに入りたい

という希望者の方々から私に相談もあるのですが、

ぜひ入居される方々は県内企業を優先でお願いした

いということで、いろいろな条件を厳しくされると、

県内企業は中小零細企業なものですから、例えば資

本金が１億円とか２億円とかということで設定され

ると、とてもではないが、県内企業は入れないとい

うことで、その辺の入居者を決める場合には、でき

るだけ県内の企業がそこに入れるように配慮しても

らいたいという要望がございます。これはもう那覇

港管理組合が最終的にするのでしょうが、県の土木

建築部のほうからも、議員からそういう要望もあっ

たのだということを話していただければありがたい

と思いますので、その辺の御配慮方もお願いしたい

と思います。

○末吉幸満土木建築部長 那覇港総合物流センター

の入居企業ですが、那覇港管理組合の今の考えでは、

公募により選定することとなっております。その中

で、単純な倉庫移転の企業ではない、国際物流拠点

産業集積地域の理念である物流の高度化及び付加価

値を生む企業を優先したいということが今前提にご

ざいます。ただし、先ほど前島委員からも指摘があ

りましたように、今年度アンケート調査したところ、

当該物流センターの参入意向を示している企業は８

割が県内企業ということで聞いております。アンケー

トをとったところ、その企業の中の８割が県内企業

ということを踏まえて、適切な公募の状況のあり方

はしっかり検討していきたいということを聞いてお

ります。

○前島明男委員 いろいろ条件はあるのでしょうが、

県内企業がそこに入居して、県内の物流事業の発展

のために、産業振興のために活動できるような場を

ぜひとも考慮してもらいたいということをお願いし

て、終わります。

○新垣良俊委員長 金城勉委員。

○金城勉委員 最初に、先ほどがんじゅーどー事業

について質疑がありましたが、その関連でお聞きし

たいのです。先ほどの答弁の中に沖縄県総合運動公

園線ということがありましたが、具体的に場所を教

えてくれますか。

○嶺井秋夫道路管理課長 沖縄県総合運動公園線の

運動公園の入り口の前後を予定しております。

○金城勉委員 国道329号ですか、それとも海側の県

道ですか。

○嶺井秋夫道路管理課長 県道の守礼のアーチのあ

るところを予定しております。

○金城勉委員 長さは東西どのようになっています

か。

○嶺井秋夫道路管理課長 長さは約1.6キロメートル

を予定しております。

○金城勉委員 では、そんな長い路線ではないのだ

な。それで、先ほども話が出ましたが、がんじゅー

どー事業という名称からしてもそうですし、ウオー

キング、あるいはまたもう一つ、自転車道の整備な

どもありました。そういう歩道整備と自転車道整備、

これはがんじゅーどー事業という名称にふさわしい

整備のあり方だと思うのですが、今後の歩道整備と

自転車道整備についての計画、考え方について御説

明いただけますか。

○嶺井秋夫道路管理課長 今行っておりますがん

じゅーどー事業、歩道整備ですが、これにつきまし

ては、今年度モデル路線の整備を行いますので、そ

の効果検証を踏まえて全県的に路線をふやしていき

たいと考えております。自転車道につきましては、

現在県全体としての計画は特に策定はしておりませ

んが、現在那覇市とか浦添市、名護市で自転車ネッ

トワーク計画を策定しておりまして、県、国も今一

緒になって取り組んでいるところでございます。そ

の他の圏域につきましても、関係市町村の意向を確

認しながら、連携して対応していきたいと考えてお

ります。

○金城勉委員 これは健康長寿県復活のためにも非

常に大事な事業だと思いますので、計画的に全県に

順次年次的にふやしていけるように、ぜひ取り組ん

でいただきたいということで要望申し上げたいと思

います。

次に、中城湾港新港地区物流拠点化促進整備事業

ですが、新年度に上屋の整備をすることになります。

その辺の状況の説明をお願いできますか。

○末吉幸満土木建築部長 中城湾港新港地区の東埠

頭につきましては、これまで1000平米の上屋１棟を

整備して、平成23年３月に供用を開始しております。



２棟目となる上屋は2000平方メートルになりまして、

平成27年度より実施設計及び工事発注を行いまして、

平成28年度内の供用開始を目指しているところでご

ざいます。

○金城勉委員 今、東埠頭は泡瀬埋め立てと連動さ

せてしゅんせつ工事がなされていると思うのですが、

その進捗状況はいかがですか。

○田原武文港湾課長 国のしゅんせつ事業について

は平成28年度完了予定となっております。

○金城勉委員 ということは、平成28年度しゅんせ

つが終わったら、東埠頭も供用開始となるのですか。

○田原武文港湾課長 そのとおりでございます。

○金城勉委員 今、西埠頭が実証実験もなされて、

物流の取扱量も大分ふえてきて、定期化になったよ

うですが、東埠頭については、その運営のあり方と

してどのように計画されていますか。

○田原武文港湾課長 東埠頭側の上屋の運営につい

ては、西埠頭同様、公募で利用者を選定していきた

いと考えております。

○金城勉委員 公募はいいと思うのですが、その際

に、今、西埠頭でも地元の中部の企業の皆さん方が

一生懸命頑張っていますので、那覇港と比べると、

規模もキャリアも違うので、単純に公募方式になっ

てしまうと、恐らく那覇市の強い業者が乗り込んで

きて、結局、仕事も持っていってしまうのではない

かという懸念も地元からは上がっているのです。で

すから、その辺の配慮の仕方ということが必要だと

思うのですが、その辺のところについてはどのよう

に考えていますか。

○田原武文港湾課長 まず原則としては、公共で整

備しますので、公募という形をとることになります。

地元の企業に対する配慮というものについては、今

考えられるものとしては、当然中城湾港新港地区に

対するこれまでの貢献とか、これまで実証実験をやっ

てきましたが、貨物集めについて船社だけでなく、

地元うるま市、沖縄市の協力も得ながら、かつ荷役

にかかわる企業も貨物集めに大分力を入れてきたと

いうこともございますので、そういった貢献度を評

価するようなポイントも考えられるのかと思ってお

ります。

○金城勉委員 これまで苦労して積み上げてきて、

西埠頭も大分発展してきて、定期船まで持ってきた。

こういう実績もぜひ評価していただいて、その地域

が活性化できるような形のあり方というものをぜひ

研究して、また配慮いただけるように、これは土木

建築部長、どうですか。

○末吉幸満土木建築部長 今の金城委員の御指摘、

私どもの港湾課長が回答しましたように、今まで地

元の西埠頭の発展、あるいは沖縄市、うるま市の発

展に頑張ってきてくれた企業はどうにか配慮できる

かということは、公募の中で勉強させていただきた

いと思います。

○金城勉委員 今、西埠頭で定期船が就航できるよ

うになっているのですが、鹿児島航路、先島航路、

取扱量を含めてこの状況を教えてくれますか。

○田原武文港湾課長 まず鹿児島航路は現在実証実

験中でございますが、これについては平成27年４月、

来月から定期運航を開始するということになってお

ります。それから先島航路については、昨年、平成26

年11月から南西海運株式会社が、これは週１回でご

ざいますが、定期運航をしているという状況にあり

ます。取扱量、貨物については、鹿児島航路につい

ては、実証実験開始直後が大体月226トンで、昨年の12

月までの実績が月2144トンということで、約9.5倍に

増加しております。それから先島航路は、これまで

に16回運航しております。１回当たりの平均貨物量

が約200トンとなっております。貨物量は増加傾向に

あるという状況でございます。県としては、これま

で同様、定期運航の継続に向けて貨物の掘り起こし

について支援していきたいと考えております。

○金城勉委員 今、本土の場合は鹿児島航路だけで

すが、皆さんの計画の中にも本土その他の都市地区

の航路への開拓も考えていると話が前ありましたが、

その後の取り組みはいかがですか。

○田原武文港湾課長 大都市圏の航路については、

当初平成27年度に開始する予定としておりましたが、

今年度事前に船会社へのヒアリング等を実施してお

ります。その中で船社からは、上屋とか照明、給水

等の港湾関連施設整備が必要不可欠であるという話

がございましたので、実証実験の開始前に今年度整

備着手します東埠頭の上屋、それから周辺の照明等

の整備を先行して、完成に合わせた形で大都市圏の

航路の実証実験に取り組んでいきたいと考えており

ます。

○金城勉委員 そこのところも航路をふやして、取

扱貨物量がふえれば雇用もふえ、地域の経済活性化

への波及効果も大きな期待ができるわけですから、

ぜひここは進めていっていただきたいと思います。

次に、山里地区の再開発事業、これについて県の

かかわり方を御説明いただけますか。

○末吉幸満土木建築部長 山里第一地区市街地再開

発事業については、昨年の11月に組合設立の認可申



請がなされております。現在沖縄市において事業計

画の公告縦覧等の手続を行っているところでござい

まして、３月中の認可に向け鋭意作業を進めている

ところであります。

○金城勉委員 今回県からも支援をいただくという

ことに具体的に決定をいただきました。その予算額

についてはいかがですか、具体的な数字を。

○伊禮年男都市計画・モノレール課長 市街地再開

発事業の県の支援額ですが、県としては約４億円程

度支援したいと今考えているところであります。

○金城勉委員 都市計画・モノレール課長、大変あ

りがとうございました。私も昨年から気をもんでお

りまして、私が青年時代、アパートを借りて、そこ

で四、五年お世話になったこともあって、非常に愛

着がある地域でして、その辺の周囲の状況も住環境

もよくわかっておりますから、再開発はもう喫緊の

課題として迫っておりましたので、県が決断したこ

とによって、事業がもう一気に進んでいくというこ

とで、沖縄市も関係者もみんな喜んでおりますから、

ぜひ引き続き後押しをして、これが成功できるよう

にお願いをいたします。

それと次に、泡瀬地区の埋め立てについての進捗

状況を御説明いただけますか。

○古堅孝港湾開発監 それでは、泡瀬地区の進捗状

況について説明いたします。

まず、平成26年度末の進捗見込みは、国は埋立土

量ベースで約53％、県は事業費ベースで約23％となっ

ております。今後のスケジュールとしましては、国

は平成28年度に事業を完了する予定と聞いておりま

す。県は平成30年度に埋立工事を完了する予定とし

ております。

○金城勉委員 取りつけ道路の完成見込みはどうで

すか。

○古堅孝港湾開発監 アクセス道路につきましては、

今年度から仮設の桟橋工事に入っております。完成

見込みとしては平成32年度末を目標にしております。

○金城勉委員 平成30年の県の事業完了で、平成32

年末の今のアクセス道路の完了ということですか。

○古堅孝港湾開発監 アクセス橋梁は４車線の800

メートルとなっております。完成断面での供用が今

平成33年度と予定していますが、とりあえず片側、

２車線だけ先行させるように暫定供用を今現在検討

しているところでございます。

○金城勉委員 このアクセス道路の都合でビーチの

供用も現在できないと聞いていたのですが、このア

クセス道路の完成が平成32年末となると、それまで

はビーチの供用もできないということになるのです

か。

○末吉幸満土木建築部長 ４車線の完成が平成32年

度中ということで、２車線の暫定というものが平成30

年度になります。その間、去年も沖縄市が暫定で期

間限定で使ったりしているのですが、そういうこと

でしか少し可能性がないかと思っています。ただ、

これから仮桟橋をつくっていきますが、現在ある仮

桟橋を使って去年いろいろ催し物をやっていただき

ました。そういうもので、期間限定で使うというこ

とは可能かと思っています。

○金城勉委員 期間限定ということは、例えば夏の

期間だけ供用するとかということもあり得るのです

か。

○末吉幸満土木建築部長 これが連続的に何カ月間

という話ができるか、あるいは週末、去年もいろい

ろな催し物を土曜日とか日曜日にやっていただいた

のですが、そういう格好で、１日、２日限定という

形は少し勉強させていただきたいと思います。当然

供用工事で仮設桟橋を使いながらのビーチの供用と

なった場合に危険性を伴うものですから、そのとき

に工事を一瞬とめてこういう使い方ができるかとい

うことは少し研究が必要かと思います。

○金城勉委員 では、その辺のところはまた研究し

ていただくとして、よろしくお願いします。

最後に、下水道課にお尋ねします。沖縄市比屋根

地域、これはこれまでにも話題になったことはある

のですが、例のマニング社が敷設した下水道の管理、

そしてこれがなかなか地域にいろいろと課題を与え

ているということもありますので、これは一義的に

は沖縄市が対応しなければいけないのですが、ただ、

この問題は、私は戦後処理ともかかわらせてでも何

らかの手が打てないのかという気もしているもので

すから、その辺の対応の状況について御説明いただ

けますか。

○下地栄下水道課長 まず整備状況について御説明

申し上げます。平成25年度末現在、比屋根地域にお

ける下水道の整備状況は、整備率が約94％、接続率

は約58％となっております。整備率に対し接続率が

低いことから沖縄市では、未接続世帯を対象に戸別

訪問を通して、下水道への接続の必要性、接続義務

及び水洗便所等資金貸し付け及び補助制度について

説明を行いながら、接続率の向上に取り組んでいる

ところでございます。

戦後処理の問題ですが、なかなか難しいところが

あって、以前沖縄市と国との間でも、民間の会社と



権利者との関係ということで、戦後処理にはならな

いということも沖縄市から聞いているところでござ

います。

○金城勉委員 その辺の難しさというものは前々か

ら聞いているのですが、例えばそういう下水道の配

管工事が大分敷設が進んで９割以上になってきてい

るのですが、よしんばそういう地域住民が公共下水

道につないだとしても、今現在使っているマニング

社が敷設した管というものはそのまま残るのですね。

これが財産権の面からすると、非常に支障を来して

おりまして、そういう事情を知らないで買い取った

地主が建築のために掘り込んでみたら、マンホール

が出てきたとか配管が出てきたとかということが頻

繁にあるのです。ですから、そういう意味での配管

の撤去の問題というものは後々非常に大きな課題に

なるのではないかと懸念しているのです。これは土

木建築部長、何らかの手だてはないですか。

○下地栄下水道課長 御指摘のとおり、この問題に

ついては以前からたびたび出てきている問題でござ

いまして、かなり難しいところがあるのかと考えて

おります。今後とも第一線で仕事をされる沖縄市と

一緒に、県としても前向きに取り組んでいきたいと

思っております。

○金城勉委員 土木建築部長、これはもう事情をよ

く御存じだと思いますので、これはそのまま放置す

ると、いずれ大きな課題を先送りしてそのまま残す

ことになりますので、いろいろ難しいところはある

と思うのですが、何とか知恵を出して、沖縄市と一

緒に何とかその辺の取り組みを検討してもらえませ

んか。

○末吉幸満土木建築部長 県の土木建築部だけでは

なくて、環境部も多分関与する話だと思いますので、

環境部、あるいは沖縄市、これも私もずっとこの委

員会で指摘されていますので、金城委員、嘉陽委員

からもしょっちゅうお叱りを受けていますので、下

水道課長としてもどうにかしたいという思いは一緒

ですが、どのような仕組みがとれるかということは

しっかり勉強していきたいと思います。

○新垣良俊委員長 嘉陽宗儀委員。

○嘉陽宗儀委員 ３ページの土木費の中に辺野古埋

め立て問題に関して予算が入っているかどうか、ま

ず教えてくれますか。

○赤崎勉海岸防災課長 入っておりません。

○嘉陽宗儀委員 なぜそれを聞いたかというと、今

コンクリートブロックが投入されて、皆さん方は一

応調査もして対応するということでやっていますね。

あれはどこから予算が出ていますか。

○末吉幸満土木建築部長 岩礁破砕で今調査してい

るのは農林水産部の水産課の所管でございまして、

土木建築部の予算には計上されておりません。

○嘉陽宗儀委員 前の議会でも、私は皆さん方との

関係で言えば、公有水面埋立事業について、現在と

り得る最良の環境保全対策がとられているといって、

埋立承認をしましたが、私はそのときにずっと一貫

して、皆さん方の対応は公有水面埋立法違反だとい

うことでかなり指摘をしてきたつもりです。皆さん

方の埋立承認書、この中身で公有水面埋立法につい

ての第４条関係がありますね。今進んでいる事態は、

そのときに私が指摘したことのとおりに進んでいる

と思うのですが、皆さん方はどう認識していますか。

○末吉幸満土木建築部長 今辺野古のほうで作業を

やっているというものはボーリング調査になります。

公有水面埋め立ての本体の工事というものはまだ

入ってございません。私どもボーリング調査をやる

際にも、当然環境には配慮しなさいとか、そういう

ことでボーリング調査の承諾をしたという状況でご

ざいます。

○嘉陽宗儀委員 当時の委員会の議事録を今持って

きたのですが、事後調査の話ではなくて、当然環境

保全措置というものがかけられているわけだから、

不確実なことがあると思う。さらに専門家の助言も

聞いて対策を講じられているかどうかということで

判断させてもらっていますが、あの時点でそういう

判断ができたのですか。

○末吉幸満土木建築部長 事業者は、これもいろい

ろ去年から私ども回答させていただいているのです

が、工事実施前から供用後の各段階でさまざまな環

境保全対策を実施するということで、その内容につ

いても申請書の中に添付資料として取りまとめられ

ております。そういうことで、私どもは審査の中で

は環境保全には十分配慮されているということで判

断したところでございます。

○嘉陽宗儀委員 承認書は、皆さん、誰が出したの

かわかりますね。その中で事業者について、信用で

きるかどうかという問題では事業者適格というもの

がありますね。皆さん方は事業者を信用できるとい

うことで、大丈夫だと答えていますが、今の時点で

も信用していますか。

○末吉幸満土木建築部長 公有水面埋立法第４条第

１項第６号に出願人が埋め立てを遂行するに足る信

用を有しているかということで、適合という判断を

させていただいています。



○嘉陽宗儀委員 新聞記事を持ってきたのですが、

資料改ざん、沖縄防衛局が沖縄県に出した資料で、

防衛省も書きかえを認めるといって、改ざんされた

資料を提出しているとありますが、これは事実はど

うですか。

○赤崎勉海岸防災課長 県に提出されたものは、仮

設岸壁が１本というもので提出されております。

○嘉陽宗儀委員 要するに、改ざんされたものが出

されているのですかと聞いているのです。

○赤崎勉海岸防災課長 県には３月６日にその資料

が届いておりますが、その後、３月10日に沖縄防衛

局がホームページで公開した資料によると、仮設岸

壁の部分で修正があったとなっております。

○嘉陽宗儀委員 これは修正があったといえば、き

れいごとですが、これは当初は虚偽の申請になるの

ではないですか。

○赤崎勉海岸防災課長 我々は環境監視等委員会の

議事録を求めておりまして、申請とは違います。

○嘉陽宗儀委員 申請ではなくて議事録の要求とい

うことですから、それはちゃんと資料を取り寄せて

県民に公表できますか。

○赤崎勉海岸防災課長 先ほども申しましたが、３

月10日に全て沖縄防衛局が沖縄防衛局のホームペー

ジで公開しております。

○嘉陽宗儀委員 今強引に工事が進められているの

ですが、都合の悪いのはふたをしてしまうというこ

とでは、やはり信頼性が欠けると思うのです。これ

では責任を持って環境監視等委員会は続けていくこ

とができないということで、国の監視委員が辞意し

ていますが、中身を知っていますか。

○赤崎勉海岸防災課長 いえ、我々も新聞紙上でし

か確認しておりません。

○嘉陽宗儀委員 新聞紙上であったにしても、これ

は重大事件ということで、今全国的にその行方をみ

んな見守っています。なぜこういうことになったか、

信頼してできないということについて、この委員が

どう考えたかということはわかりますか。

○赤崎勉海岸防災課長 新聞紙上でしか確認してお

りませんので、その方がどういうコメントをされて

いるかということは確認しておりません。

○嘉陽宗儀委員 私は皆さん方の承認は公有水面埋

立法に違反するのではないかということで指摘した

のですが、私が最初に強調したのは、県の埋立申請

書の中で曖昧表現、例えばどういうことかというと、

必要な措置を検討して適正に実施していくと。中身

はわからない。環境保全のために沖縄防衛局は必要

な措置を検討し適正に実施していくという表現が42

カ所、曖昧な表現が133カ所、必要に応じて云々とい

うものがずっと数えてみたら、結局、321カ所、何を

するかわからない。環境保全策もとれるかどうかさっ

ぱりわからない。沖縄防衛局の申請書類はそうなっ

ている。これは皆さん方もちゃんと検証したのです

よ。

○末吉幸満土木建築部長 それぞれの、一つずつの

審査項目で、どのように環境に配慮しているかと一

通り書かれてございます。それに対してから工事に

入る、あるいはその後で不確実性があるものについ

ては、当然それもいま一度勉強して、あるいは事後

調査して適正に解決しますという文書で我々は捉え

ています。

○嘉陽宗儀委員 皆さん方が出した公有水面埋立承

認書の中で別添資料というものがありますね、付随

文書。その中で、実際にとり得る最善の措置をとっ

ていると言っていますが、例えば環境保全策のため、

皆さん方がとり得る最善の措置といっている中身を

ざっと読んでみたら、とにかく全く何もやっていな

い、何もやらないような状況が許されるような状況

になっています。その最大の問題は、例えば環境保

全策として、米軍に対して適正にやるようにといっ

てマニュアルを示すことによって、環境を守っても

らいますという表現が結構あちこちあります。どう

ですか。

○末吉幸満土木建築部長 例えば大気質の関連で、

代替施設内で運用するサービス車両及び代替施設を

利用するアクセス車両による大気汚染防止対策につ

いては、米軍に対して低公害車の導入や適正走行の

履行について、マニュアル等を作成して示すことに

より注視するというものが何件かございます。

○嘉陽宗儀委員 このマニュアルというものは、具

体的には沖縄防衛局がつくるかどうかということで

かなり議論しましたが、結局、沖縄防衛局がつくっ

たかどうか確認していますか。

○赤崎勉海岸防災課長 まだでございます。

○嘉陽宗儀委員 沖縄防衛局がつくっていないのか、

つくっているが、皆さん方が問い合わせしていない

のか、いずれですか。

○赤崎勉海岸防災課長 留意事項の中で、環境保全

対策については事前に協議をしなさいということを

付しておりますので、事前に協議がなされたときに

そういう話が出てくるものだと考えております。

○嘉陽宗儀委員 今具体的にボーリング調査も含め

て、環境に重大な影響を与えるような埋立事業とい



うものは、土砂が埋め立てられていないだけであっ

て、具体的な仕事は進んでいますね。その場合に、

皆さん方が言うように、現在でとり得る最大の措置

をとっているという中身が今どうなっているのです

か。

○赤崎勉海岸防災課長 現在行われている海上ボー

リング調査については、代替施設本体の設計に必要

な地質データを取得するために行われているものだ

と考えております。我々は、その承認の際に付して

いる留意事項、環境保全に対する実効性を確保する

ために留意事項を付しています。これについては、

工事の施工、工事中の環境保全対策、あるいは供用

後の環境保全対策ということになっておりまして、

ボーリング調査については付しておりませんでした

ので、昨年６月６日に、ボーリング調査についても

しっかりと環境保全に配慮してください、環境保全

対策の実施状況について提供してくださいと文書で

沖縄防衛局に出しております。

○嘉陽宗儀委員 百条委員会のときでもかなり聞き

ましたが、結局は責任の所在が非常に不明確で、特

にアメリカに対してはマニュアルを示して、アメリ

カが守らなかったらどうするのだと私が質疑したら、

それでも守るまでアメリカにマニュアルを示します

ということの答弁でした。アメリカは今、皆さん方

のコンクリートブロック調査について、当面につい

ての調査について拒否していますが、そういう拒否

通知はありましたか。

○赤崎勉海岸防災課長 米軍のほうに立入制限区域

内の調査を申し入れていますのは、農林水産部の水

産課で岩礁破砕行為の確認をしたいということで申

し入れていると思っています。

○嘉陽宗儀委員 岩礁破砕についてはあした農林水

産部に聞きますが、皆さん方は埋め立てを承認した

部署ですから、皆さん方の責任でどうするかという

ことが今問われているのです。だから、アメリカが

聞かないのに、コンクリートブロックを投入してい

る、岩礁破砕の実態をどうするかという問題につい

ては、皆さん方の埋立承認そのとおりでいいかどう

かということを議論するために調査しているので

しょう。皆さん方が言う環境保全について、現在と

り得るべき措置をとったといって埋立承認した。し

かし、今いろいろ事態が進んでいる。皆さん方が調

査するということは、当然アメリカの拒否があろう

が、今後引き続きこれは調査していかなければなら

ない。今予算のことを言えば、皆さん方は埋め立て

を承認しながら、必要な調査の予算も全部組まない

と、今ゼロというのは異常ではないですか、事後処

理。予算がないほうがおかしい。

○赤崎勉海岸防災課長 現在、先ほども申しました

が、立入制限区域内で調査を申し込んでいるのは、

岩礁破砕の行為に対して現地を調査するということ

で、農林水産部のほうで行っていることであります。

岩礁破砕については、既に埋立区域内で承認してい

るとなっておりまして、埋立区域外で行われている

ところについての調査をするということで聞いてお

ります。

○嘉陽宗儀委員 今、辺野古の海を埋め立てて基地

をつくる問題についても、これは米軍基地関係特別

委員会でも聞こうと思っているのですが、皆さん方

が予想しなかったようないろいろな設備がどんどん

出てきている。当時の最初のアセスメントも全く関

係ないような状況で、オスプレイの配備を含めてど

んどん進んでいる。だから、少なくとも皆さん方は、

知事の態度から言えば、知事の公約との関係から言

えば、自然環境を守るという知事の公約の立場から

も、国の事業もアメリカが拒否した問題についても

必要な予算を確保して点検する。それから、環境監

視委員が辞退したその内容についても調査をして、

県民に明らかにする必要があるのではないですか。

○末吉幸満土木建築部長 これは私どもの土木建築

部だけではなくて、全体の基地行政をあずかる知事

公室と一緒の話になってくると思いますので、そこ

は知事公室と相談させていただきたいと思います。

○嘉陽宗儀委員 私どもも現場に行ったりしていま

すが、これまでの一般質問でもしました。力づくで、

選挙で10万票の差があって、知事が今必死になって、

向こうに絶対新しい基地をつくらさないぞと粘って

いるのに、国家権力も含めて、沖縄県民の意思を押

し潰そうとしている。それについて、我々は県議会

としてもそのまま黙っているわけにいかない。我々

は与党だから、何としてもその実現のために知恵を

出すのは当たり前ですが、これは県民的課題ですよ。

それについては心を一つにしてオール沖縄で、皆さ

ん方の執行部も改めて知事の仕事をするために、予

算も確保して知恵を出してください。

○末吉幸満土木建築部長 私ども去年審査して承認

を与えた部署でございまして、それに対して今第三

者委員会でその審査がどうだったかということの検

証をしている状況でございます。嘉陽委員が言われ

ますように、今の状況、辺野古でどういう状況が起

こっているかということは、せんだって知事から、

職員も行って現場を見なさいということを指示いた



だいていまして、関係する部局で毎日配置するよう

なことになっています。来年度の予算、土木建築部

として特別に事業費として予算計上しているわけで

はございませんが、当然それを担当する人間はいま

すので、しっかりそれはカバーしていきたいと思い

ます。

○嘉陽宗儀委員 そういうことで頑張ってください。

それと私は、いつも埋立承認書を繰り返し繰り返

し読んでいるのです、これを。土木建築部長は何回

読んだかわからないが、公有水面埋立法の第４条の

関係から言えば、当然予算をつけて、もっと県民に

明らかにしていかなければならないことがたくさん

あります。今は、しかし、それを無視するような事

態が進行している。だから、明らかにこれは、もう

我々はこの埋め立ては絶対許さないという立場で頑

張っていく以外ないので、一緒に頑張りましょうと

いうわけにいかんが、予算もつけて改めて対策をとっ

てください。

○新垣良俊委員長 新垣安弘委員。

○新垣安弘委員 まず、事項別積算内訳書、ページ

は振っていないのですが、歳入予算で公園費が平成26

年度より36％もマイナスになっているのですが、そ

の理由を少し。歳入の３ページぐらいか、公園費、36

％マイナスなので。

○伊禮年男都市計画・モノレール課長 沖縄県総合

運動公園で平成26年度までＪ２対応の改修工事を

やっておりましたので、その分が今年度で完了する

ということに伴いまして減額になっております。

○新垣安弘委員 公園費の中で首里城に関係する整

備の予算というものはついていますでしょうか。つ

いていたらどの部分なのか。

○末吉幸満土木建築部長 首里城公園の平成27年度

の予算としましては４億2249万4000円計上しており

ます。その内訳ですか、龍潭池周りの園路の整備、

円覚寺跡周辺の植栽、さらに首里杜館の機械設備の

更新を今予定しております。

○新垣安弘委員 あと、同じく50ページの県単道路

事業の植樹事業費ですが、植樹事業費のことを簡単

に説明してもらえますか。

○嶺井秋夫道路管理課長 植樹事業費931万円です

が、これは台風等で枯死した街路樹の補植事業でご

ざいます。

○新垣安弘委員 次に、53ページの沖縄フラワーク

リエイション事業のことを少し説明してもらえます

か。

○嶺井秋夫道路管理課長 沖縄フラワークリエイ

ション事業ですが、沖縄らしい風景、まちづくりの

観点から、都市のシンボルロードや観光地へのアク

セス道路等に花木等を設置し、花いっぱいの道路空

間を形成することで、観光地沖縄をアピールするこ

とを目的としております。

○新垣安弘委員 この事業は平成26年度もついてい

ましたでしょうか。

○嶺井秋夫道路管理課長 平成26年度もございます。

○新垣安弘委員 これは平成26年に比べたら予算的

にはどうですか、ふえているのですか。

○嶺井秋夫道路管理課長 平成26年度に比べまして

約１億円ふえております。

○新垣安弘委員 あと、その下の無電柱化推進事業

も恐らく平成26年度もあったと思うのですが、平成26

年度と平成27年度を比べてみると、これの増減はど

うでしょうか。

○嶺井秋夫道路管理課長 平成26年度に比べまして

約7800万円増額となっております。

○新垣安弘委員 その下ですが、うちなーロードセー

フティー事業の説明と、あと平成26年度、平成27年

度の比較ですね。

○嶺井秋夫道路管理課長 うちなーロードセーフテ

ィー事業ですが、こちらは生物にふさわしい環境づ

くり、道路環境の改善等を行い、ロードキル防止及

び道路利用者の安全利用のための事業でございまし

て、具体的には、動物の進入防止柵とか、あと小動

物の保護側溝等、それを設置しております。金額に

つきましては、平成26年度に比べまして1540万円の

増額となっております。

○新垣安弘委員 あと、八重瀬町の国道507号と、あ

と県道77号線について調査をお願いしていたのです

が、まず県道77号線の字東風平地域の100メートルぐ

らいの区間の中に街路樹、ヤシの木が植えられて、

大体50本ぐらい植えられて、半数ぐらいは枯れてい

るのではないかという指摘をしましたが、そこにつ

いてお願いします。

○伊禮年男都市計画・モノレール課長 県道77号線、

糸満与那原線の東風平地区ですが、伊覇土地区画整

理事業に伴って街路整備事業として整備をしている

のですが、事業主体が八重瀬町となっております。

具体的に当該路線の植栽について、八重瀬町に確認

したのですが、現場で平成25年度にマニラヤシ56本

を植えております。このうち30本が昨年の３回にわ

たる台風の影響によって枯死しているということを

聞いております。

○新垣安弘委員 あそこは県道ですが、八重瀬町が



やったのですか。

○伊禮年男都市計画・モノレール課長 区画整理事

業の中になっておりますから、八重瀬町のほうで施

工をしているということです。

○新垣安弘委員 その件は八重瀬町がやったという

ことですが、あと道路の街路樹の植栽についてお伺

いしたいのです。例えばヤシとかそのほかにも高木

もあると思うのですが、単価１本当たり普通幾らぐ

らいするものでしょうか。

○伊禮年男都市計画・モノレール課長 マニラヤシ

に関して八重瀬町に確認しましたところ、１本当た

りの樹木単価は、高さが2.5メートルの場合、５万2500

円、施工費の単価としては１本当たり９万円と聞い

ています。

○新垣安弘委員 では、これは例えば、八重瀬町が

やったことですが、業者が責任を持つのは、町でやっ

ても県でやっても普通１年以内ですか、どうなので

しょうか。

○嶺井秋夫道路管理課長 県が施工する植栽工事に

関しましては、契約事項に枯れ保証というものを定

めておりまして、樹木の引き渡し後１年以内の枯死

等に対しては、その原因が樹木や施工技術に起因す

ると認められる場合、請負者の負担において植えか

えするなどの対応をとっております。市町村につき

ましても、明確ではないのですが、恐らく県に準じ

てやっているかと思います。

○新垣安弘委員 あと、今沖縄観光がすごく好調で、

どんどん人は入ってくるわけです。恐らく人を沖縄

に呼び込む分にはもう順調にこれからもふえていく

と思うのです。あとは受け入れの体制だと思うので

す。受け入れの体制もホテルの問題とかいろいろな

問題があるのですが、観光地沖縄を来た人が本当に

いいなと思って帰っていただく。その観点からする

と、これはよく質疑で出るのですが、街路樹の整備

だとか、そこはこれから大きな課題だと思うのです。

そこで、では、県が担当する県内の街路樹の整備、

これは除草とか植樹とかいろいろあると思うのです

が、その予算は平成26年から平成27年にかけて増減

はどうなっていますでしょうか。

○嶺井秋夫道路管理課長 除草関係の予算ですが、

平成26年度に比べまして、平成27年度は県単道路維

持費で約4000万円増額をしております。もう一つ、

沖縄フラワークリエイション事業で約１億円増額し

ておりまして、トータルで約１億4000万円増額して

おります。

○新垣安弘委員 平成25年度から平成26年度にかけ

ても大分ふえていましたから、また平成27年度はふ

えるということですね。

あと、国道507号の件です。これは八重瀬町具志頭

までの延長の事業になっているのですが、当初は平

成28年までの予定だったと思うのです。今はどのよ

うな進捗状況になっていますでしょうか。

○上原国定道路街路課長 国道507号、八重瀬道路に

つきましては、八重瀬町の東風平を起点に具志頭を

終点とする延長4.2キロメートの改築事業を実施して

おります。平成20年度に事業を着手しておりまして、

現在は平成30年代前半の供用を目指しているところ

でございます。現在の進捗状況につきましては、事

業費ベースで約44％となっております。

○新垣安弘委員 土地の用地買収とかで手こずって

いるという状況とかもあるのでしょうか。

○上原国定道路街路課長 沖縄県土地開発公社に用

地取得を委託しまして、鋭意交渉を重ねております。

今年度用地取得も含めて、橋梁の下部工工事にも着

手する予定になっております。現在の用地取得は面

積ベースでまだ28％という状況でございますが、国

道沿いに物件も結構張りついて、物件補償も重ねて

やっておりますので、それほど特に問題になってい

るということではございませんが、面積ベースでは

まだ28％という状況でございます。

○新垣安弘委員 あと、県営団地の件でお伺いしま

す。今までの質疑の中でも、県営団地の改築の予算

と、あと新築で八重瀬町の伊覇の県営団地の話が出

ていました。県営団地の間取りとか仕様の問題で、

先ほどいろいろ障害者向けの整備とかいろいろ出て

いたのですが、全国の公営団地の入居の様子を見ま

すと、沖縄県以外では物すごく単身の高齢者の割合

が20％以上とか随分高いのです。沖縄県はこれがま

たすごく低くて、７％ぐらいなのです。そういう中

で、何カ所かの県で今試みられているのが、子供の

多い世帯が住みやすいような間取りにして提供して

いこうとかそういうのがあるのです。改築の場合は、

以前住んでいた人をまた入れないといけないとかそ

ういうのもあると思うのですが、八重瀬町の伊覇の

場合は新築でもありますし、そこでもう一つ、今回

ここをつくる周辺が今民間のアパートが結構過剰ぎ

みで、これは大丈夫かと心配するぐらいにどんどん

新しいのが建っているのです。

そこで、伊覇の県営団地、設計とかに入っている

と思うのですが、例えば子育て支援、子供をふやし

ていくという観点から、多子子育てというか、子供

が４名とか５名とかいるそういう人たちに提供でき



るような間取りの部屋を幾つか準備するとか、そう

いう観点からの整備はできないでしょうか。

○嘉川陽一住宅課長 新規の団地ということで、今

確かに子供の多い、多子世帯という形で呼ぶわけで

すが、多子世帯向けの公営住宅、部屋を多くつくっ

てということですが、部屋が大きくなる、間取りが

ふえると、どうしても面積というものが大きくなっ

てきます。公営住宅の家賃については、部屋の広さ

というものが家賃の算定をする根拠の一つにもなっ

てきますので、余り大きい面積だと、かえってまた

家賃が高くなるという部分もございます。今現在県

営住宅では、以前は間取りの大きいのもかなりつくっ

ていたのですが、最近は３ＬＤＫが最も部屋数の多

い形ということになっております。基本的には夫婦、

そして就寝を分けることが必要な子供たちがいる場

合ということで３ＬＤＫを想定しているわけでござ

います。八重瀬町の伊覇団地につきましては、これ

から設計が始まるということですが、その前提条件

として、今間取りをどうするかということについて

は少し研究をしてみたいと思います。

○新垣安弘委員 沖縄県の場合は事情もあると思う

し、結構子供の貧困の問題とか若い世帯の子育てが

大変だということがあると思うし、そこは面積で家

賃が決まってしまうということもあるかもしれない

が、そこはまた多子世帯に対する配慮ということを

何とかやるとかそういう形にして、せっかくの新築

はつくらないという中での新築でもあるし、また地

元のそういう状況もあるわけですから、そこは沖縄

県の事情を鑑みて、ひとつ今回こういうことも、そ

ういう観点からも取り組んでみるというか、そこら

辺ももしできたらいいかと思うのです。

それともう１点、そこは今までも何度か言ってい

ますが、この間も少しお聞きしたら、３階から５階

建てということで言っていました。戸数もそれなり

に確保しないといけないということもありますが、

そこら辺を通ると、本当にここに５階建てが建つと、

下から見たら、これはどうなるのかと思うぐらいの

状況もあるのです。そこは皆さんも八重瀬町からも

意見を出してくれということで言っているとは思う

のですが、ぜひ検討してみてください。お願いしま

す。

もう１点、あと下水道の件に関してお伺いしたい

と思います。今回八重瀬町が下水道整備の件で、計

画を立てるということで、1500万円の予算で、３分

の１補助で計画をコンサルタントに振った。でも、

計画が仕上がったら、３年以内に工事に着手しない

といけないということで、それではだめだというこ

とで、500万円また返してしまったという話があるの

ですが、そこは町と県とのコミュニケーションがう

まくとれていたのでしょうか。

○下地栄下水道課長 その件については、単独公共

下水道で着手という結論が八重瀬町側に出て、その

結論ありきで走るのであれば、３年で着手できたと

思います。ただ、その計画を立ててやった中で、町

内部のほうで単独下水道ではなくて、流域のほうに

接続とか、そこら辺の話が持ち上がってきたもので

すから、３年のうちにはできないということになっ

て、無理だということになったようです。

○新垣安弘委員 今、八重瀬町の伊覇・屋宜原地域、

どんどん企業も来たい人もいるのですが、結構浄化

槽の問題で、下水道につながっていないということ

ですごい大きな問題になっているのです。そこのと

ころは、もちろん八重瀬町の課題でもあり、責任で

もあるのでしょうが、今後県と同じような責任、信

条を持って話し合いながら進めていく姿勢は、県は

持っていますか。地元と県とのそこら辺が心配なの

です。

○下地栄下水道課長 当然県の下水道課ですので、

八重瀬町だけでなく、南城市とかそこら辺の話も聞

いております。最近注目しているのが糸満市で下水

の処理水を農地に返すという実験もしておりますの

で、それが着々と進んでおります。ある意味八重瀬

町でも農地には水が足りない。南城市でも農業で水

が足りないという状況もありますので、糸満市の状

況を見ながら、例えば単独公共下水道で河川の上流

に水を返して、さらにその水を農地に返すという手

法もあるのではないかということを提案していると

ころでございます。

○新垣安弘委員 ほっておけない状況だと思うので

す。ぜひ町とうまくコミュニケーションをとりなが

ら、何とか解決していい方向にいくようにお願いし

ます。

○新垣良俊委員長 以上で、土木建築部長に対する

質疑を終結いたします。

説明員の皆さん、大変御苦労さまでした。

どうぞ御退席してください。

次回は、明 ３月13日 金曜日 本会議終了後委

員会を開きます。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。

午後２時56分散会
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